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あなたのパートナー
営農経済渉外員

♪今日は楽しいひなまつり
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総
社
市
で
モ
モ
を
栽
培
す
る
畑
祐

貴
さ
ん
は
就
農
６
年
目
。
耕
作
放
棄

地
を
集
約
し
た
土
地
を
借
り
受
け
て

畑
を
整
備
し
、
約
1.6
㌶
で「
白
鳳
」「
お

か
や
ま
夢
白
桃
」「
冬
桃
が
た
り
」な
ど

10
品
種
１
１
０
本
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
勤
め
先
の
元
上
司
が
実
家
の
モ
モ

栽
培
を
継
ぎ
、そ
こ
で
作
業
を
手
伝
っ

た
こ
と
で
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。「
ど

の
作
業
も
楽
し
く
、
自
分
も
独
立
し

て
取
り
組
み
た
い
」と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
親
戚

も
農
家
に
転
身
し
た
こ
と
に
勇
気
づ

け
ら
れ
、
就
農
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　
就
農
に
は
吉
備
路
も
も
出
荷
組
合

の
存
在
が
大
き
な
拠
り
ど
こ
ろ
と
な

り
ま
し
た
。「
想
い
や
生
活
環
境
が
自

分
と
似
た
同
世
代
の
先
輩
が
多
く
、

自
分
の
将
来
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
か
っ
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

今
の
組
合
長
の
下
で
学
ん
だ
こ
と
も
、

自
分
は
縁
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　
家
族
み
ん
な
農
業
経
験
は
な
く
、

当
初
、
妻
の
応
援
は
あ
っ
た
も
の
の
、

両
親
に
は
将
来
を
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
強
い
想
い
を
持
ち
研
修
に

打
ち
込
み
、
今
で
は
両
親
も
手
伝
っ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
モ
モ
栽
培
は
春
か
ら
夏
の
袋
掛
け

や
収
穫
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
す

が
、
冬
の
せ
ん
定
や
蕾
を
間
引
く
摘

蕾
な
ど
が「
実
り
」を
左
右
し
、
木
の

生
育
に
と
て
も
重
要
な
作
業
だ
と
実

感
し
ま
す
。
実
が
つ
く
様
子
を
し
っ
か

り
想
像
し
な
が
ら
、
一
枝
一
枝
を
丁
寧

に
管
理
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
不
安
定

な
天
候
に
栽
培
の
難
し
さ
を
感
じ
つ
つ

も
、
先
輩
ら
と
情
報
共
有
し
安
定
生

産
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
作
業
の
安
全
性
や
効
率
向
上
を
見

据
え
、
農
機
の
更
新
も
視
野
に
入
れ

て
い
ま
す
。「
先
輩
た
ち
に
追
い
つ
き
、

い
つ
か
追
い
越
し
た
い
。
そ
し
て
産

地
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」。
先
輩
を
目
標
に
笑
顔
で
励

み
ま
す
。

先輩を目標に
笑顔でモモに励む
先輩を目標に
笑顔でモモに励む

放棄地を整備した約1.6ｈａの畑で摘蕾作業に励みます放棄地を整備した約1.6ｈａの畑で摘蕾作業に励みます

こ
の
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
吉
備
路
ア
グ
リ

セ
ン
タ
ー（
０
８
６
６
‒９
３
‒３
７
７
０
）ま
で

畑

　祐
貴
さ
ん
(40) 

笑味ちゃん
天気予報
でも紹介

吉
備
路
も
も
出
荷
組
合

農
業
の
楽
し
さ
に
気
づ
く

め
ざ
す
姿
は
組
合
の
先
輩

情
報
共
有
し
安
定
生
産
を

特集

　JＡ晴れの国岡山は、組合員の「営農」と「くらし」
の充実にむけ、営農経済渉外員54人を配置しま
した。組合員とJＡをつなぐパイプ役として役立つ
情報を提供するとともに、一人ひとりのニーズに

合わせた細やかな相談にのり、困りごとや課題の
解決にむけてお手伝いします。今月は組合員のも
とに出向き、最前線で活動する営農経済渉外員
の役割を紹介します。

ニーズに合わせ細やか
な相談にのります
ニーズに合わせ細やか
な相談にのります

　 あなたのパートナー

営農経済渉外員

　
昨
今
の
農
業
情
勢
は
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
農
業

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、

担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集
約
が

進
ん
で
い
ま
す
。
J
Ａ
の
購
買

事
業
で
も
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
、
高
度
化
や
競
合
他

社
の
攻
勢
に
よ
り
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
J

Ａ
と
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
は
、

J
Ａ
の
合
併
や
支
店
・
購
買
店

舗
の
再
編
、
営
農
指
導
員
な
ど

の
職
員
の
減
少
に
よ
っ
て
希
薄

し
て
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

J
Ａ
の
存
在
価
値
を
取
り
戻
す

た
め
に
も
、
出
向
く
渉
外
活
動

を
強
化
し
、
組
合
員
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
、
J
Ａ
利
用
の
拡

大
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強
化
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
そ
こ
で
、組
合
員
の
み
な
さ

ま
に
、よ
り
身
近
で
頼
れ
る
J

Ａ
で
あ
り
た
い
と
の
想
い
か
ら
、

２
０
２
３
年
４
月
よ
り
営
農
経

済
渉
外
員
を
設
置
し
ま
し
た
。

導
入
当
初
24
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
３
月
に
は
54
人
ま
で
拡
充
。

今
後
も
増
員
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
営
農
経
済
渉
外
員
は
、

常
に
組
合
員
の
視
点
に
立
ち
、

地
域
へ
足
を
運
び
な
が
ら
ニ
ー

ズ
や
要
望
を
聴
き
営
農
と
経
済

の
両
面
か
ら
提
案
相
談
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
J
Ａ
事
業

満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が
る
活

動
を
進
め
、
み
な
さ
ま
に
寄
り

添
い
、
地
域
農
業
・
く
ら
し
の

発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

出
向
く
渉
外
活
動
で
信
頼
関
係
を

経済担当常務　植木　康雄

は
た
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現
在
の
業
務
の
中
心
は「
お
く
や
み
」事
業
で
す
。
自

ら
立
候
補
し
、
成
羽
地
区
で
ご
遺
族
に
寄
り
添
う
役
割

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
訃
報
の
連
絡
を
受
け
る
と
、
す
ぐ
に
ご
遺
族
の
も
と

へ
伺
い
、
悲
し
み
に
寄
り
添
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

葬
儀
の
受
付
け
か
ら
法
事
ま
で
、
長
期
に
関
わ
る
こ
と

で
信
用
・
共
済
・
相
続
窓
口
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
そ

の
ご
家
庭
に
必
要
な
支
援
を
整
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
家
族
が
県
外
に
住
ん
で
い
て
頼
れ
る
人
が
い
な
い
場

合
に
は
、
買
い
物
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
訃
報
は
予
測
で
き
ず
、
３
６
５
日
い
つ
で
も
動
け
る
よ

う
に
し
て
お
く
大
変
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
、
地

域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　
相
談
し
や
す
く
、
地
域
に
元
気
を
届
け
ら
れ
る
存
在

と
し
て
、
営
農
と
生
活
の
両
面
か
ら
組
合
員
の
生
活
に

寄
り
添
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

組合員の声

　
ま
じ
め
に
コ
ツ
コ
ツ
と
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、

組
合
員
や
生
産
者
の
方
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
、

頼
り
に
さ
れ
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
組
合
員

さ
ん
か
ら
の
希
望
を
で
き
る
だ
け
か
な
え
ら
れ

る
よ
う
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
考
え
て
日
々

の
業
務
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
出
向
い
て
会

話
を
交
わ
す
こ
と
で
、
案
件
に
合
わ
せ
て
営
農

や
融
資
、
共
済
な
ど
各
部
署
と
連
携
し
、
総
合

事
業
を
通
し
た
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　
地
域
に
密
着
し
て
こ
そ
J
Ａ
だ
と
考
え
、
人

間
関
係
を
一
番
に
、
地
域
と
関
わ
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
春
、
営
農
経
済
渉
外
員
に
着
任
し
ま
し
た
。
こ

の
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
配
置
が
な
か
っ
た
の
で
、
ま
だ

ま
だ
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
営
農
や
経
済
、

女
性
部
の
担
当
業
務
で
得
た
知
識
を
い
か
し
、
本
当
に

自
分
が
納
得
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
、
お
世

話
に
な
っ
た
組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
恩
返
し
が
で
き
た

ら
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
以
前
地
域
の
方
が
困
っ
て

い
た
時
に
お
手
伝
い
し
た
こ
と
で
、
と
て
も
喜
ん
で
も

ら
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
気
軽

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
小
さ
な
こ
と
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
、前
向
き
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
営
農
経
済
渉
外
員
が
J
Ａ
を
代
表
す
る
顔
に
な
れ
る

よ
う
、
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。店舗に１人でも知っている顔がいると安心して利用できま

す。丸山さんは女性部の担当としてこれまでもお世話に
なっており、話しやすく身近に感じられ、とても頼りにし
ています。

専門的な技術や生産資材はやっぱりＪＡに聞くのが安心。知っ
た顔が店舗にいると行きやすく、近くの購買店舗にない肥料や
農薬も、取り寄せて配達してくれるので助かっています。

組合員の声

一生懸命で責任感があり、気配りもすごい。
困ったときにはいつでもすぐ来てくれて、責
任をもって仕事をしてくれるので安心して任
せられる。これからも頼りにしています。

故
人
と
ご
遺
族
の
想
い
に
寄
り
添
う

Ｊ
Ａ
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を

「
安
全
安
心
」
を
お
届
け

営農経済渉外員 活動リポート

(　　　　　　　　　　)営農経済渉外員の活動イメージ

総合事業

・アグリセンター
・購買店舗
・資材店舗
・農機センター
・車輌センター
・直売所
・支店
・葬祭センター
・経済部
・給油所・ガス

・JA全農
・JA共済
・JAバンク
・メーカー
・専門業者
・専門店

・JA担い手サポートセンター
・JA厚生連
・農協観光
・家の光
・日本農業新聞
・エーコープマーク品

連携･共有

農
家
所
得
の
増
大･

豊
か
な
く
ら
し

商品･サービス商品･サービス
営農指導員
ライフアドバイザー
生活指導員
融資担当

営
農
経
済
渉
外
員

提案相談
情報提供

意見･要望
の聴取

・中核的農業者
・多様な農業者
・地域住民

・生産部会
・青壮年部
・女性部

ればれｅネットの注文
の仕方がわからない

どの肥料や農薬を使ったらいいかわ
からないという疑問に答え、パソコン
の使い方から丁寧にお手伝いします

晴

ーコープマーク品を家
まで届けて

予約共同購入「暮らしの運動」を展
開し、調味料や生活用品などを定
期的にお届けします

エ

古車を探してほしい
車輌センターと連携し、車種や年
式・予算などのご要望に合わせて
お探しします

中 で雨どいが壊れた
瓦・雨どいの無料点検を実施してい
ます。また、JA共済では自然災害
にもしっかりとした備えを提供します

雪

ロアリや蜂を駆除したい
専門業者と提携しています。床下
調査からお任せください

シ の結露が気になる
ペアガラスへの簡単交換・オーダー
カーテンの仕立てなど、設置場所
に合わせてきめ細やかに対応します

窓

獣害に困っている
各地の取組事例や補助事業等の情
報を提供し、有効な資材やグッズ
の活用を提案します

鳥

墓の清掃を頼みたい
墓石のクリーニングから修繕・雑
草対策もお任せください

お

リアフリーにしたい
住宅リフォームの無料見積り・施工にと
どまらず、老後のお金や保障のことなど
も専門職員と連携して情報提供します

バ

庭菜園でどんな肥料や農
薬を使えばいいか教えて家

栽培品目や病虫害に合わせて有効
な資材を提案します

「JAでんき」でお得な料金メニューを
ご提案します。直接訪問による簡単な
手続きで切り替え、その後も安心です

気代を節約したい電

赤
磐
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
　
丸
山
　
知
子

　「
J
A
の
顔
」と
し
て
誠
意

と
責
任
あ
る
対
応
を
心
が
け
、

信
頼
さ
れ
る
J
A
を
目
指
し

て
恒
常
的
な
訪
問
活
動
を
展

開
し
ま
す
。
組
合
員
・
地
域

内
の
利
用
者
全
般
を
対
象
と

し
、
高
齢
者
や
女
性
部
員
も

含
め
た
福
祉
の
向
上
に
貢
献

し
ま
す
。
営
農
生
活
全
般
の

サ
ー
ビ
ス
や
商
品
な
ど
の
情

報
提
供
か
ら
提
案
相
談
、
組

合
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
の

収
集
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

他
部
署
や
関
係
機
関
・
メ
ー

カ
ー
・
業
者
な
ど
と
連
携
し

た
総
合
相
談
機
能
を
担
い
、

営
農
指
導
員
や
ラ
イ
フ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー（
共
済
渉
外
担
当

者
）・
生
活
指
導
員
・
融
資

担
当
ら
と
協
力
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
性
を
い
か
し
た
総

合
事
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
通
じ
て
、
農
家
所
得
の
増

大
、
豊
か
な
く
ら
し
の
実
現

に
寄
与
し
ま
す
。

営
農
経
済
渉
外
員
と
は

組合員の声

真
庭
基
幹
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
　
兼
先
　
悟
史

成
羽
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
　
市
場
　
成
親

営農経済渉外員に関するお問い合わせ、ご意見は本店経済部 （電話 086-476-1838）
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。
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付
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携
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頼
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ら
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。
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ら
れ
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。
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仕
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頼
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を
で
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だ
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ら
れ
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う
、
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に
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っ
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す
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。
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、
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こ
と
を
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。

　
こ
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、
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に
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。
こ
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で
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ま
で
配
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が
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た
の
で
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ま
だ

ま
だ
不
安
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っ
ぱ
い
で
す
。
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れ
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で
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や
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、
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部
の
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で
得
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知
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を
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か
し
、
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当
に
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が
納
得
し
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品
や
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を
提
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し
、
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世
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に
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た
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合
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の
み
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に
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し
が
で
き
た
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と
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。
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前
地
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に
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で
、
と
て
も
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で
も
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と
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記
憶
に
残
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ま
す
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今
後
も
気
軽

に
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を
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た
だ
き
、
小
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な
こ
と
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
、前
向
き
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
営
農
経
済
渉
外
員
が
J
Ａ
を
代
表
す
る
顔
に
な
れ
る

よ
う
、
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。店舗に１人でも知っている顔がいると安心して利用できま

す。丸山さんは女性部の担当としてこれまでもお世話に
なっており、話しやすく身近に感じられ、とても頼りにし
ています。

専門的な技術や生産資材はやっぱりＪＡに聞くのが安心。知っ
た顔が店舗にいると行きやすく、近くの購買店舗にない肥料や
農薬も、取り寄せて配達してくれるので助かっています。

組合員の声

一生懸命で責任感があり、気配りもすごい。
困ったときにはいつでもすぐ来てくれて、責
任をもって仕事をしてくれるので安心して任
せられる。これからも頼りにしています。

故
人
と
ご
遺
族
の
想
い
に
寄
り
添
う

Ｊ
Ａ
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を

「
安
全
安
心
」
を
お
届
け

営農経済渉外員 活動リポート

(　　　　　　　　　　)営農経済渉外員の活動イメージ

総合事業

・アグリセンター
・購買店舗
・資材店舗
・農機センター
・車輌センター
・直売所
・支店
・葬祭センター
・経済部
・給油所・ガス

・JA全農
・JA共済
・JAバンク
・メーカー
・専門業者
・専門店

・JA担い手サポートセンター
・JA厚生連
・農協観光
・家の光
・日本農業新聞
・エーコープマーク品
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家
所
得
の
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な
く
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し

商品･サービス商品･サービス
営農指導員
ライフアドバイザー
生活指導員
融資担当
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農
経
済
渉
外
員

提案相談
情報提供

意見･要望
の聴取

・中核的農業者
・多様な農業者
・地域住民

・生産部会
・青壮年部
・女性部

ればれｅネットの注文
の仕方がわからない

どの肥料や農薬を使ったらいいかわ
からないという疑問に答え、パソコン
の使い方から丁寧にお手伝いします

晴

ーコープマーク品を家
まで届けて

予約共同購入「暮らしの運動」を展
開し、調味料や生活用品などを定
期的にお届けします

エ

古車を探してほしい
車輌センターと連携し、車種や年
式・予算などのご要望に合わせて
お探しします

中 で雨どいが壊れた
瓦・雨どいの無料点検を実施してい
ます。また、JA共済では自然災害
にもしっかりとした備えを提供します

雪

ロアリや蜂を駆除したい
専門業者と提携しています。床下
調査からお任せください

シ の結露が気になる
ペアガラスへの簡単交換・オーダー
カーテンの仕立てなど、設置場所
に合わせてきめ細やかに対応します

窓

獣害に困っている
各地の取組事例や補助事業等の情
報を提供し、有効な資材やグッズ
の活用を提案します

鳥

墓の清掃を頼みたい
墓石のクリーニングから修繕・雑
草対策もお任せください

お

リアフリーにしたい
住宅リフォームの無料見積り・施工にと
どまらず、老後のお金や保障のことなど
も専門職員と連携して情報提供します

バ

庭菜園でどんな肥料や農
薬を使えばいいか教えて家

栽培品目や病虫害に合わせて有効
な資材を提案します

「JAでんき」でお得な料金メニューを
ご提案します。直接訪問による簡単な
手続きで切り替え、その後も安心です

気代を節約したい電
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れ
る
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て
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的
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の
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し
、
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者
や
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の
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に
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献

し
ま
す
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活
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の
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や
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案
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、
組
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か
ら
の
意
見
・
要
望
の

収
集
な
ど
に
取
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組
み
ま
す
。

他
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や
関
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機
関
・
メ
ー
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・
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者
な
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と
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携
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た
総
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を
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、
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や
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ザ
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）・
生
活
指
導
員
・
融
資

担
当
ら
と
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し
、
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を
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を
通
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て
、
農
家
所
得
の
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大
、
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の
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に
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し
ま
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※総平均価格は前回比３万8,511円高と、2025年度で最も高くなりました。全国
的な子牛頭数減少を背景に、多くの市場で相場が上昇する傾向が続いています。

3月13日 和牛子牛セリ市況
（JA全農おかやま総合家畜市場）成 績

直売所出荷者募集 
旬感広場「晴れのち晴れ」
　旬感広場「晴れのち晴れ」の出荷会員を募集し
ています。詳しくは上記コードをご覧ください。
【お申し込み・お問い合わせ先】
0866-93-2338（9時～ 16時）
　このほか、各地区直売所でも出荷会員を募集
しています。各地区の基幹アグリセンターまでお
気軽にご相談ください。

このページに関するお問い合わせは営農部（086-476-1837）まで

性別 頭数 平均体重
884,400円
1,155,000円
1,155,000円

785,446円
876,483円
833,975円

293㎏
322㎏
309㎏

最高価格（税込） 平均価格（税込）
120
136
256

雌
去勢
総合

栽培スケジュール

概　要
総社市・倉敷市真備町

９５人

白鳳・清水白桃・冬桃がたりなど
主に１３品種

約３０ha

６月下旬～１２月中旬

２５０ｔ

地　　域

組合員数

栽培品種

栽培面積

出荷時期

目標出荷量

紹介生産部会

吉備路もも出荷組合

モ　モ

薄暗い時間帯・夜間の走
行は避ける

降車時は後ろ向きに

昇降路・道路走行時はブ
レーキの連結ロックを

低速車マークは汚れを取
り、見える位置に

ステップや長靴が土で汚
れていないか確認

降車時は足を降ろす場所
を確認。水路・障害物の
ない所で降車

交通ルールを遵守、特に
右折時・追い越し車両の
有無を確認

坂道・狭い道を避け、遠
回りでも安全な道を選ぶ

このページのお問い合わせは吉備路アグリセンター（0866-93-3770）まで
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収穫 収穫

基肥・
土壌改良礼肥

摘果・袋掛け

芽かき・ねん枝 夏季せん定 整枝・
せん定

授
粉摘蕾

みどりの情報便

■組合の概要
　若手農家が中心となり県内有数の産地をけん引して
います。役員の平均年齢は47.6歳です。雰囲気もよく、
性別・年代・栽培規模・経験年数を問わずみんなが活
躍できる組合です。
　主に「白鳳」「清水白桃」「おかやま夢白桃」「冬桃がた
り」など13品種を栽培しています。極早生から極晩生
までの品種リレーにより、６月下旬から９月中旬、11

月中旬から12月中旬まで長
期リレー出荷体制を構築し、
地元や首都圏へむけた安定し
た出荷量で農業所得の増大に
つなげています。2025年度
は約2.6億円を販売し、過去
最高を更新しました。特に極
晩生品種「冬桃がたり」は、市
場からの期待の声も大きく、
ブランドの確立によって出荷

量が増えています。その一方で栽培期間が通常と比べ
て長く、実に傷がつきやすいため栽培管理を徹底して
品質を高め、その認知度を高めていきたいです。

■組合の取り組み
　女性や若手の農家らがInstagramを積極的に活用し、
「吉備路のモモ」をより身近に感じてもらえるよう情報発
信しています。また、オリジナルタオルを作成して市場
関係者に配るなど販売促進につなげています。
　地元の子どもたちの農業体験のほか、福祉事業所と
連携した労働力の確保にも取り組み、地域社会に貢献
します。今後はシーズンを通して均一に出荷できるよう、
作付けが少ない品種の拡大を進め、長期安定出荷とい
う強みに磨きをかけていきます。
　また、生育ステージに合わせ、定期的に開く講習会は、
組合員同志の情報共有や意見交換の場になっています。
新規就農者の受け入れや農地の整備に力を入れるとと
もに、規模拡大にむけた助言や提案も進め、楽しく農
業ができる環境づくりに努めていきたいと思います。

組合長にインタビュ
ー

劒持 雅 組合長

第５５回日本農業賞・集団組織の部の大賞受賞を喜ぶ組合の役員

けんもつ まさし

インスタグラムは
こちらから

STOP 農作業事故
作業前に確認しよう トラクターのポイント

　
雑
草
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
雑

草
を
発
生
さ
せ
な
い
か
、
発
生
し
た
と

き
に
い
か
に
効
率
よ
く
除
草
す
る
か
が
重

要
で
す
。
除
草
剤
は
適
切
に
使
用
す
れ

ば
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
散
布
方
法
や
条
件
な
ど
が
不
十

分
だ
と
効
果
不
足
や
薬
害
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
除
草
剤
に
は
、
水
に
溶
け
た
薬
剤
成

分
が
生
え
て
い
る
雑
草
に
作
用
す
る
も

の
と
、
土
壌
の
表
面
に
薬
剤
処
理
層
を

形
成
し
、
こ
れ
か
ら
生
え
て
く
る
雑
草

の
芽
に
作
用
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
除
草
剤
は
ヒ
エ
と
い
う
雑
草
に

効
く
成
分
と
広
葉
雑
草
に
効
く
成
分
が

混
合
さ
れ
て
い
ま
す
。
繁
殖
す
る
雑
草

に
効
果
の
あ
る
成
分
を
含
ん
だ
除
草
剤

を
優
先
し
て
使
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
雑
草
の
種
類
に
合
わ
せ
て
除
草
剤
を

選
ぶ

②
薬
剤
ご
と
の
散
布
時
期
と
量
を
確
認

す
る

③
地
面
を
平
ら
に
し
、
水
を
溜
め
て
か

ら
散
布
す
る

④
重
な
ら
な
い
よ
う
均
一に
散
布
す
る

⑤
か
け
流
し
か
ん
水
は
し
な
い

⑥
除
草
剤
を
散
布
し
た
後
、
７
日
間
は

落
水
・
か
け
流
し
は
し
な
い

⑦
除
草
剤
を
散
布
す
る
の
に
適
切
な
時

期
は
雑
草
ご
と
の
薬
期
を
参
考
に
判

断
す
る

⑧
薬
害
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
17
℃
以

下
の
低
温
時
や
30
℃
以
上
の
高
温
時

は
使
用
を
中
止
す
る
。
散
布
時
の
天

候
が
強
風
な
ど
の
場
合
も
延
期
す
る

除
草
剤
を
上
手
に
使
う

水 

稲

効
果
の
仕
組
み

散
布
す
る
と
き
の
注
意

効果発現のイメージ

枯死 発芽・出芽の抑制

除草剤は、効果的に使うことが大切です

水から露出すると
薬剤が分解される

茎葉処理剤

土壌処理剤

薬剤処理層
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※総平均価格は前回比３万8,511円高と、2025年度で最も高くなりました。全国
的な子牛頭数減少を背景に、多くの市場で相場が上昇する傾向が続いています。

3月13日 和牛子牛セリ市況
（JA全農おかやま総合家畜市場）成 績

直売所出荷者募集 
旬感広場「晴れのち晴れ」
　旬感広場「晴れのち晴れ」の出荷会員を募集し
ています。詳しくは上記コードをご覧ください。
【お申し込み・お問い合わせ先】
0866-93-2338（9時～ 16時）
　このほか、各地区直売所でも出荷会員を募集
しています。各地区の基幹アグリセンターまでお
気軽にご相談ください。

このページに関するお問い合わせは営農部（086-476-1837）まで

性別 頭数 平均体重
884,400円
1,155,000円
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785,446円
876,483円
833,975円

293㎏
322㎏
309㎏

最高価格（税込） 平均価格（税込）
120
136
256
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栽培スケジュール

概　要
総社市・倉敷市真備町

９５人

白鳳・清水白桃・冬桃がたりなど
主に１３品種

約３０ha

６月下旬～１２月中旬

２５０ｔ

地　　域

組合員数

栽培品種

栽培面積

出荷時期

目標出荷量

紹介生産部会

吉備路もも出荷組合

モ　モ

薄暗い時間帯・夜間の走
行は避ける

降車時は後ろ向きに

昇降路・道路走行時はブ
レーキの連結ロックを

低速車マークは汚れを取
り、見える位置に

ステップや長靴が土で汚
れていないか確認

降車時は足を降ろす場所
を確認。水路・障害物の
ない所で降車

交通ルールを遵守、特に
右折時・追い越し車両の
有無を確認

坂道・狭い道を避け、遠
回りでも安全な道を選ぶ

このページのお問い合わせは吉備路アグリセンター（0866-93-3770）まで
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収穫 収穫

基肥・
土壌改良礼肥

摘果・袋掛け

芽かき・ねん枝 夏季せん定 整枝・
せん定

授
粉摘蕾

みどりの情報便

■組合の概要
　若手農家が中心となり県内有数の産地をけん引して
います。役員の平均年齢は47.6歳です。雰囲気もよく、
性別・年代・栽培規模・経験年数を問わずみんなが活
躍できる組合です。
　主に「白鳳」「清水白桃」「おかやま夢白桃」「冬桃がた
り」など13品種を栽培しています。極早生から極晩生
までの品種リレーにより、６月下旬から９月中旬、11

月中旬から12月中旬まで長
期リレー出荷体制を構築し、
地元や首都圏へむけた安定し
た出荷量で農業所得の増大に
つなげています。2025年度
は約2.6億円を販売し、過去
最高を更新しました。特に極
晩生品種「冬桃がたり」は、市
場からの期待の声も大きく、
ブランドの確立によって出荷

量が増えています。その一方で栽培期間が通常と比べ
て長く、実に傷がつきやすいため栽培管理を徹底して
品質を高め、その認知度を高めていきたいです。

■組合の取り組み
　女性や若手の農家らがInstagramを積極的に活用し、
「吉備路のモモ」をより身近に感じてもらえるよう情報発
信しています。また、オリジナルタオルを作成して市場
関係者に配るなど販売促進につなげています。
　地元の子どもたちの農業体験のほか、福祉事業所と
連携した労働力の確保にも取り組み、地域社会に貢献
します。今後はシーズンを通して均一に出荷できるよう、
作付けが少ない品種の拡大を進め、長期安定出荷とい
う強みに磨きをかけていきます。
　また、生育ステージに合わせ、定期的に開く講習会は、
組合員同志の情報共有や意見交換の場になっています。
新規就農者の受け入れや農地の整備に力を入れるとと
もに、規模拡大にむけた助言や提案も進め、楽しく農
業ができる環境づくりに努めていきたいと思います。

組合長にインタビュ
ー

劒持 雅 組合長

第５５回日本農業賞・集団組織の部の大賞受賞を喜ぶ組合の役員

けんもつ まさし

インスタグラムは
こちらから
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郷
土
料
理
の「
バ
ラ
寿
司
」を
地
元
特

産
の
食
材
で
ア
レ
ン
ジ
し
た「
晴
寿
司
」。

岡
山
東
地
区
は
、「
晴
寿
司
」を「
う
つ

ろ
い
寿
司
」と
名
付
け
て
伝
承
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
ク
ッ
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

を
訪
れ
、
参
加
し
た
地
域
の
女
性
と
一

緒
に
食
事
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
、

そ
の
魅
力
を
体
験
。
郷
土
の
食
文
化
に

ふ
れ
、
女
性
部
が
創
意
工
夫
し
た
手
料

理
の
温
か
さ
、
地
産
地
消
の
喜
び
を
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。

　「
う
つ
ろ
い
寿
司
」は
、
季
節
に
よ
っ

て
材
料
を
変
え
、
見
た
目
も
カ
ラ
フ
ル

に
仕
上
げ
る
逸
品
で
す
。
２
０
２
３
年

の「
晴
寿
司
」コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
酢
飯

の
上
品
な
味
や
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
優
勝

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、「
朝
日
米
」で

炊
き
上
げ
た
酢
飯
に
、
旬
の
ツ
ナ
シ
や

黄
ニ
ラ
・
エ
ン
ダ
イ
ブ
・
黒
大
豆
な
ど

10
種
類
の
具
材
が
お
目
見
え
。
計
６
品

の
献
立
を
部
員
と
一
緒
に
準
備
し
、
そ

の
豪
華
さ
に
驚
き
、
地
域
に
根
ざ
す
女

性
部
な
ら
で
は
の
活
動
を
感
じ
ま
し
た
。

　
右
遠
皇
子
部
長
は「
地
元
の
食
材
を

通
じ
て
食
と
農
の
つ
な
が
り
や
大
切
さ

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
」と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

広げよう 女性部の輪

このページに関するお問い合わせは経済部（086-476-1838）まで

あなたも女性部に入って活動に参加してみませんか 詳しくは

「広報1年生」
が行く！

広報1年目の担当者が毎月、各地の女性部活動を紹介します
８つの地区を毎月リレーでつなぎます

うれしい、おいしい地産地消うれしい、おいしい地産地消
　
お
し
ゃ
べ
り
と
ご
馳
走
の
花
が
咲
く
、

一
品
持
ち
寄
り
会
を
開
き
ま
し
た
。
出
か

け
る
機
会
が
減
る
冬
場
に
集
ま
っ
て
交

流
を
深
め
よ
う
と
、
約
10
年
続
い
て
い

ま
す
。
料
理
が
苦
手
な
人
は
果
物
や
菓

子
を
持
ち
込
ん
で
も
大
丈
夫
と
い
う
、

気
楽
に
参
加
で
き
る
場
が
毎
年
の
楽
し

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
、
郷
土
料
理
を

は
じ
め
、
デ
ザ
ー
ト
や
主
菜
・
漬
物
な
ど
、

自
慢
の
品
が
色
鮮
や
か
に
並
び
ま
し
た
。

伝
統
料
理
を
つ
な
ぐ
、
地
産
地
消
を
広

め
る
役
目
も
あ
り
、
地
元
や
家
庭
で
取

れ
た
農
産
物
の
ほ
か
、「
も
っ
た
い

な
い
」か
ら
生
ま
れ
た
一
品
も
ず
ら

り
。
自
家
栽
培
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
で

作
っ
た
ジ
ャ
ム
と
ワ
ッ
フ
ル
・
初
夏

に
冷
凍
保
存
し
た
梅
煮
・
手
づ
く
り
こ

ん
に
ゃ
く
の
酢
味
噌
和
え
・
調
理
に
む

か
な
い
小
さ
な
タ
マ
ネ
ギ
を
使
っ
た
粕
漬

け
な
ど
家
庭
の
知
恵
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
ワ
ラ
ビ
で
も
、
塩
漬
け
・
乾
燥

と
い
っ
た
保
存
方
法
の
違
う
２
品
が
並

び
、
冬
は
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
蒜
山
地
区

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
家
庭
の
味
を

伝
え
て
い
ま
す
。
参
加
者
は「
こ
こ
で
初

め
て
食
べ
た
も
の
も
あ
る
」「
こ
の
人
の
料

理
は
お
い
し
い
よ
」な
ど
作
り
方
や
味
付

け
の
コ
ツ
を
学
び
合
い
な
が
ら
食
事
を
楽

し
み
ま
し
た
。

わ
が
家
の
味
を
持
ち
寄
り

食
談
義
に
花
が
咲
く

クッキングフェスタで交流岡山東地区

広報担当 坂本
さかもと

　
３
月
中
旬
、
料
理
教
室
を
開
き
、
健
康
に
暮
ら
す
た

め
に
日
々
の
食
事
で
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
J
Ａ
岡
山
厚
生

連
の
管
理
栄
養
士
か
ら
部
員
23
人
が
学
び
ま
し
た
。
冷

蔵
庫
に
残
っ
て
い
る
野
菜
を
薄
く
細
か
く
切
っ
て
食
べ
や

す
く
調
理
し
、
主
菜
や
ご
飯
物
・
汁
物
に
活
用
。
必
要

な
栄
養
素
が
摂
れ
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
教
室
で
は「
野
菜
と
な
め
茸
の
炊
き
込
み
ご
飯
」「
鶏
肉

の
ケ
チ
ャ
ッ
プ
炒
め
」「
タ
ラ
汁
」「
野
菜
と
ツ
ナ
の
チ
ヂ

ミ
」の
４
品
を
作
っ
て
試
食
し
ま
し
た
。
管
理
栄
養
士
の

松
岡
由
美
子
さ
ん
は「
元
気
な
高
齢
者
で
い
る
た
め
に
は
、

タ
ン
パ
ク
質
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
野
菜
の
積
極
的
な
摂
取
が

大
切
。
食
べ
物
で
体
を
作
り
、
ず
っ
と
達
者
で
い
ま
し
ょ

う
」と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
し
ま
し
た
。

　
部
員
は「
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
簡
単
に
摂
れ
る
レ
シ
ピ

が
４
つ
も
増
え
た
。
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
た
い
」と
笑

顔
を
み
せ
ま
し
た
。

倉敷かさや地区倉敷かさや地区
矢掛支部

野菜を食べて
健康寿命を延ばそう

▲

自
分
で
調
理
す
る
こ
と
は
認
知
機

能
の
維
持
に
役
立
つ
と
い
い
ま
す

▲ずらりと並ぶ料理

▲「どねえやって作ったん」と会話を弾ませ、
食事を楽しみます

▲いろいろな野菜
を摂取できるレ
シピ４品

真
庭
地
区

真
庭
地
区

蒜
山
支
部

▶金光章副組合長（右）も食事を楽しみました

▶春を感じさせる献立

▲地元の食材を通じて地域女性と
も交流が深まりました

１年間、本企画を通

して地域の人とつな

がり、温もりあふれる

各地の活動にふれ、

元気な女性部に深く

感銘を受けました。
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郷
土
料
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バ
ラ
寿
司
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地
元
特

産
の
食
材
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晴
寿
司
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司
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司
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司
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司
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。
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６
品

の
献
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華
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。

　
右
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が
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し
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菓
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。
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菜
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。
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NEWS & TOPICS
ニュース & トピックス

　
日
本
穀
物
検
定
協
会
が
行
う
２
０
２
５
年

産
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
岡
山
県
産「
き

ぬ
む
す
め
」が
10
年
連
続
、「
に
こ
ま
る
」が
２

年
ぶ
り
に
最
高
ラ
ン
ク
の「
特
Ａ
」を
取
得
し
、

も
っ
と
も
お
い
し
い
お
米
と
し
て
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
高
温
の
影
響
を
受
け
に
く
い

特
性
を
持
つ
県
奨
励
品
種
。「
き
ぬ
む
す
め
」

は
県
中
北
部
を
中
心
に
５
５
０
０
㌶
に
作
付

け
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
25
年
は
史
上
最
も

暑
い
夏
に
な
っ
た
も
の
の
、
生
産
者
や
J
Ａ
・

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
努
力
と
取
り
組
み

が
実
を
結
び
ま
し
た
。

購
入
者
は「
地
元
の
安
全
安
心
で
お
い
し
い
お

米
を
し
っ
か
り
食
べ
て
応
援
し
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

　
J
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
は
３
月
上

旬
、
県
出
身
で
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ

ナ
五
輪
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
男
子

ビ
ッ
グ
エ
ア
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
木
村
葵
来
選
手
に
、「
お
か

や
ま
米
」１
５
０
㌔
と「
お
か
や
ま

和
牛
肉
」10
㌔
、県
産「
旬
の
野
菜
」

を
贈
り
ま
し
た
。木
村
選
手
は「
お

に
ぎ
り
を
た
く
さ
ん
食
べ
、
兄
弟

で
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、

メ
ダ
ル
を
取
り
た
い
」と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。「
県
産
米
消

費
拡
大
運
動
」の
取
り
組
み
と
し

て
県
出
身
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
・

チ
ー
ム
を
お
い
し
い
県
産
米
な
ど

で
応
援
し
ま
す
。

　
J
Ａ
全
中
・
J
Ａ
都
道
府
県
中
央
会
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
主
催
の「
第

55
回
日
本
農
業
賞
」集
団
組
織
の
部
で
、
総
社
市
の
吉
備
路
も

も
出
荷
組
合
が
大
賞
に
輝
き
、
３
月
７
日
に
東
京
都
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
同
組
合
は
、
６
月
か
ら

12
月
ま
で
の
長
期
出
荷
体
制
の
構
築
や
、
極
晩
生
品
種「
冬
桃

が
た
り
」の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
受
け
入

れ
や
規
模
拡
大
を
支
援
し
て
産
地
を
拡
大
し
、
産
地
活
性
化
の

モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
出
荷

基
準
の
明
確
化
や

長
期
の
安
定
出
荷

で
市
場
の
信
頼
を

得
て
い
ま
す
。

　
劒
持
雅
組
合
長

は「
歴
史
あ
る
賞
で

光
栄
だ
。
95
戸
か

ら
な
る
組
合
で
、

若
手
や
女
性
が
情

報
発
信
な
ど
で
活

躍
し
て
い
る
。
園

地
整
備
支
援
を
進

め
、
新
規
就
農
者

に
選
ば
れ
る
魅
力

的
な
産
地
を
目
指

す
」と
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

直
売
所
だ
よ
り

直
売
所
だ
よ
り

み
ち
停
あ
さ
ひ

Vol.12

　
義
母
の
野
菜
づ
く
り
を
約
２０
年
に
わ
た
っ
て
手

伝
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
い
か
し
、
数
年

前
か
ら
直
売
所
に
出
荷
を
始
め
ま
し
た
。
標
高
５

３
０
㍍
に
位
置
し
、
山
と
空
が
夕
焼
け
に
染
ま
る

絶
景
や
、
冬
に
は
毎
日
の
よ
う
に
雲
海
が
望
め
る

畑
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
春
は
ウ
ド
菜
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
山
菜
を
、
夏
は

キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
、
冬
は
白
ネ
ギ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
が
中
心
で
す
。
特
に
冬
は
寒
さ
を
受
け
て
甘

く
お
い
し
く
仕
上
が
り
ま
す
。
一
方
で
、
寒
冷
紗
や

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
気
温
に
よ
っ
て
掛
け
替
え
る
な

ど
、
温
度
管
理
に
は
特
に
気
を
使
い
ま
す
。

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
は
特
に
力
を
入
れ
、「
弁
天
丸
」

と
い
う
品
種
に
絞
っ
て
い
ま
す
。
成
長
し
て
も
葉

が
広
が
り
に
く
い
た
め
、
収
穫
し
や
す
く
出
荷
袋

に
入
れ
や
す
い
上
、
葉
の
色
も
濃
く
、
味
も
よ
い

の
で
評
判
は
上
々
で
す
。
種
子
を
冷
蔵
庫
に
入
れ

る
と
、
夏
場
で
も
発
芽
す
る
と
聞
い
た
の
で
、
長

期
間
の
出
荷
を
目
指
し
、
今
度
挑
戦
し
て
み
ま
す
。

　
ひ
と
手
間
、
ふ
た
手
間
か
け
る
と
、
作
柄
の
違

い
が
目
に
見
え
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
手
間

を
惜
し
ま
ず
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
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）
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私の
これがオススメ！

直売所出荷者募集中!詳しくはお近くのJA晴れの国岡山の直売所まで

今月の
出荷者

久米郡美咲町

笑味ちゃん
天気予報
でも紹介

「
き
ぬ
む
す
め
」10
年
連
続
の
特
Ａ

猛
暑
を
乗
り
越
え
お
い
し
い
米

祝・オリンピック金メダル
木村選手に米や肉を贈る

直売所に並ぶ農協精米「きぬむすめ」

「おかやま米」などを木村選手（左から3人目）に贈った
JAグループ岡山の代表ら

表彰状とトロフィーを手にする代表者ら（東京都で開かれた表彰式で）

　桜
で
名
高
い
三
休
公
園
を
見
上
げ
る

ベ
ス
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
店
舗
で
す
が
、
生

産
者
さ
ん
の
想
い
が
こ
も
っ
た
農
産
物

や
加
工
品
・
工
芸
品
な
ど
が
並
び
ま
す
。

　季
節
の
野
菜
や
果
物
の
ほ
か
、
春
先

か
ら
は
ワ
ラ
ビ
や
タ
ラ
の
芽
・
タ
ケ
ノ

コ
な
ど
、山
の
恵
み
が
棚
を
賑
わ
せ
ま
す
。

　作
り
た
て
の
草
餅
や
お
弁
当
・
お
総

菜
も
豊
富
で
、
並
ぶ
と
瞬
く
間
に
売
れ

る
人
気
ぶ
り
で
す
。

　新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
、
行
楽
の
途

中
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

人気の
山菜

手づくりの
味が人気

喜
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら

喜
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら

ひ
と
手
間
も
、
ふ
た
手
間
も

ひ
と
手
間
も
、
ふ
た
手
間
も

第
55
回
日
本
農
業
賞

大
賞
に
吉
備
路
も
も
出
荷
組
合

ホウレンソウが色鮮やかに育ちました！
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日
本
穀
物
検
定
協
会
が
行
う
２
０
２
５
年

産
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
岡
山
県
産「
き

ぬ
む
す
め
」が
10
年
連
続
、「
に
こ
ま
る
」が
２

年
ぶ
り
に
最
高
ラ
ン
ク
の「
特
Ａ
」を
取
得
し
、

も
っ
と
も
お
い
し
い
お
米
と
し
て
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
高
温
の
影
響
を
受
け
に
く
い

特
性
を
持
つ
県
奨
励
品
種
。「
き
ぬ
む
す
め
」

は
県
中
北
部
を
中
心
に
５
５
０
０
㌶
に
作
付

け
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
25
年
は
史
上
最
も

暑
い
夏
に
な
っ
た
も
の
の
、
生
産
者
や
J
Ａ
・

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
努
力
と
取
り
組
み

が
実
を
結
び
ま
し
た
。

購
入
者
は「
地
元
の
安
全
安
心
で
お
い
し
い
お

米
を
し
っ
か
り
食
べ
て
応
援
し
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

　
J
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
は
３
月
上

旬
、
県
出
身
で
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ

ナ
五
輪
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
男
子

ビ
ッ
グ
エ
ア
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
木
村
葵
来
選
手
に
、「
お
か

や
ま
米
」１
５
０
㌔
と「
お
か
や
ま

和
牛
肉
」10
㌔
、県
産「
旬
の
野
菜
」

を
贈
り
ま
し
た
。木
村
選
手
は「
お

に
ぎ
り
を
た
く
さ
ん
食
べ
、
兄
弟

で
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、

メ
ダ
ル
を
取
り
た
い
」と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。「
県
産
米
消

費
拡
大
運
動
」の
取
り
組
み
と
し

て
県
出
身
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
・

チ
ー
ム
を
お
い
し
い
県
産
米
な
ど

で
応
援
し
ま
す
。

　
J
Ａ
全
中
・
J
Ａ
都
道
府
県
中
央
会
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
主
催
の「
第

55
回
日
本
農
業
賞
」集
団
組
織
の
部
で
、
総
社
市
の
吉
備
路
も

も
出
荷
組
合
が
大
賞
に
輝
き
、
３
月
７
日
に
東
京
都
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
同
組
合
は
、
６
月
か
ら

12
月
ま
で
の
長
期
出
荷
体
制
の
構
築
や
、
極
晩
生
品
種「
冬
桃

が
た
り
」の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
受
け
入

れ
や
規
模
拡
大
を
支
援
し
て
産
地
を
拡
大
し
、
産
地
活
性
化
の

モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
出
荷

基
準
の
明
確
化
や

長
期
の
安
定
出
荷

で
市
場
の
信
頼
を

得
て
い
ま
す
。

　
劒
持
雅
組
合
長

は「
歴
史
あ
る
賞
で

光
栄
だ
。
95
戸
か

ら
な
る
組
合
で
、

若
手
や
女
性
が
情

報
発
信
な
ど
で
活

躍
し
て
い
る
。
園

地
整
備
支
援
を
進

め
、
新
規
就
農
者

に
選
ば
れ
る
魅
力

的
な
産
地
を
目
指

す
」と
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

直
売
所
だ
よ
り

直
売
所
だ
よ
り

み
ち
停
あ
さ
ひ

Vol.12

　
義
母
の
野
菜
づ
く
り
を
約
２０
年
に
わ
た
っ
て
手

伝
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
い
か
し
、
数
年

前
か
ら
直
売
所
に
出
荷
を
始
め
ま
し
た
。
標
高
５

３
０
㍍
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位
置
し
、
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が
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絶
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、
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。
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ラ
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な
ど
の
山
菜
を
、
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ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
、
冬
は
白
ネ
ギ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
が
中
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で
す
。
特
に
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は
寒
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受
け
て
甘

く
お
い
し
く
仕
上
が
り
ま
す
。
一
方
で
、
寒
冷
紗
や

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
気
温
に
よ
っ
て
掛
け
替
え
る
な

ど
、
温
度
管
理
に
は
特
に
気
を
使
い
ま
す
。

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
は
特
に
力
を
入
れ
、「
弁
天
丸
」

と
い
う
品
種
に
絞
っ
て
い
ま
す
。
成
長
し
て
も
葉

が
広
が
り
に
く
い
た
め
、
収
穫
し
や
す
く
出
荷
袋

に
入
れ
や
す
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上
、
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色
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濃
く
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よ
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る
と
、
夏
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で
も
発
芽
す
る
と
聞
い
た
の
で
、
長

期
間
の
出
荷
を
目
指
し
、
今
度
挑
戦
し
て
み
ま
す
。

　
ひ
と
手
間
、
ふ
た
手
間
か
け
る
と
、
作
柄
の
違

い
が
目
に
見
え
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
手
間

を
惜
し
ま
ず
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
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を
賑
わ
せ
ま
す
。

　作
り
た
て
の
草
餅
や
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で
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と
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間
に
売
れ

る
人
気
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緑
が
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し
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、
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途
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に
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く
だ
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女
性
部
新
見
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
の

清
水
幸
子
さ
ん
が
、
２
０
２
５
年
度「
フ
レ
ミ

ズ
活
動
〝
わ
た
し
の
一
歩
〞作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
、
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
岡
山
県
内

の
女
性
部
を
代
表
し
て
応
募
し
、
全
国
21
道

府
県
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
題
名
は「
農
業
じ
ゃ
な
く
て
も
野
菜
は
育
つ
」。

20
年
前
に
女
性
部
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
誘

わ
れ
た
の
が
加
入
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

部
員
減
少
が
課
題
と
な
る
中
、
県
内
や
全
国

の
仲
間
と
の
交
流
や
学
び
合
い
か
ら
刺
激
を
受

け
、
組
織
の
活
性
化
に
力
を
注
い
で
き
た
体
験

を
書
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
部
員
が
自
分
１

人
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
苦
悩
に
直
面
し
た

も
の
の
、
活
動
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
地
道
に

挑
戦
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
成
果
に
少
し
ず
つ

手
応
え
を
感
じ
、「
農
業
を
し
て
い
な
く
て
も

食
育
や
仲
間
づ
く
り
で
喜
び
を
分
か
ち
合
え

る
。
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
や
加
工
品
づ
く
り
な
ど
の

夢
を
仲
間
と
と
も
に
か
な
え
た
い
」と
奮
起
を

誓
い
ま
し
た
。

　
営
農
指
導

員
を
対
象
と

し
た
強
化
指

導
員
研
修
会

の
２
期
生
６

人
が
３
年
間

の
課
程
を
修

了
し
ま
し
た
。

営
農
指
導
力
の
向
上
と
出
向
く
体
制
の
強
化

を
目
指
し
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
評
価
制

度
を
活
用
。
合
計
36
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通

じ
て
、
よ
い
農
業
を
知
る
、
課
題
や
リ
ス
ク
を

考
え
る
、
農
家
へ
の
訪
問
・
対
話
の
機
会
を
つ

く
る
と
い
っ
た
土
台
と
な
る
部
分
を
学
び
ま
し

た
。
３
月
中
旬
の
研
修
会
で
は
成
果
を
振
り

返
り
、
担
当
す
る
産
地
・
部
会
の
将
来
の
展

望
を
発
表
し
ま
し
た
。
指
導
員
は「
農
家
所
得

増
大
に
つ
な
が
る
よ
う
、
組
合
員
に
寄
り
添
い
、

力
に
な
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
磯
田
健
一
常
務
は「
現
場
に
足
を
運
ん
で
学

ん
だ
こ
と
を
い
か
し
、
農
家
か
ら
信
頼
さ
れ
、

愛
さ
れ
る
営
農
指
導
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と

激
励
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
度
も
農
業
で
不
要
に
な
っ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
類
、
農
薬
や
空
容
器

な
ど
を
各
地
で
回
収
し
ま
し
た
。
産
業
廃
棄

物
と
し
て
の
適
正
な
処
分
を
周
知
し
、
総
計

３
６
６
㌧
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
安
全
安
心
と

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
生
産
の
実
践
に
む
け

意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
３
月
上

旬
に
は
本
格
的
な
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
整

理
整
頓
し
よ
う
と
、
肥
料
袋
や
ポ
リ
マ
ル
チ
、

被
覆
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が
次
々
と
持
ち
込
ま
れ
ま

し
た
。
組
合
員
か
ら
は「
資
材
の
原
料
は
輸
入

に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
今
後
の
高
騰
が

心
配
だ
」と
危
惧
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
津
山
産
小
麦
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

絵
本
を
作
成
し
ま
し
た
。
品
種
名
で
あ
る「
せ

と
き
ら
ら
」「
ふ
く
ほ
の
か
」を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

「
キ
ラ
ラ
」「
フ
ク
」「
ホ
ノ
カ
」の
３
人
が
ア
イ
ド

ル
を
目
指
し
、
個
性
で
あ
る「
香
り
・
コ
シ
・

柔
ら
か
さ
」を
い
か
し
て
全
国
デ
ビ
ュ
ー
す
る
ス

ト
ー
リ
ー
。
産

地
確
立
ま
で
の

生
産
者
ら
の
工

夫
や
努
力
に
ふ

れ
て
い
る
ほ
か
、

品
種
ご
と
の
個

性
を
わ
か
り
や

す
く
ア
ピ
ー
ル

し
、
全
国
か
ら

愛
さ
れ
る
存
在
に
な
る
た
め
に
奮
起
す
る
姿
を

描
い
て
い
ま
す
。

　
津
山
麦
作
経
営
者
部
会
の
芦
田
創
部
会
長

は「
孫
も
喜
ん
で
読
ん
で
い
る
。
担
い
手
対
策

の
一
助
に
な
れ
ば
」と
期
待
し
ま
す
。
パ
ン
店

や
ス
イ
ー
ツ
店
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
配
っ
て
い

ま
す
。

　
び
ほ
く
ト
マ
ト
部
会
は
３
月
上
旬
、
生
産

振
興
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
部
会
員
ら
約
60

人
が
参
加
。
10
㌃
あ
た
り
収
量
10
㌧
以
上
を

テ
ー
マ
に
、
２
０
２
６
年
度
の
出
荷
量
９
１
０

㌧
、
販
売
金
額
４
億
３
０
０
０
万
円
の
達
成

へ
意
識
統
一
し
ま
し
た
。
耐
暑
性
と
食
味
を
兼

ね
備
え
た「
桃
太
郎
シ
ル
ク
」に
加
え
、
新
た
に

「
麗
月
」を
導
入
。
栽
培
技
術
の
共
有
や
産
地

間
の
連
携
強
化
を
進
め
ま
す
。

　
藤
井
包
温
部
会
長
は「
農
家
所
得
増
大
に
は

収
量
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い
。『
桃
太
郎
シ
ル

ク
』の
販
売
規
模
を
拡
大
し
て
い
く
」と
意
気
込

み
ま
す
。

　
く
ら
し
き
作
陽
大
学
と
共
催
す
る「
さ
く
よ

う
健
康
な
お
や
つ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
５
」に

県
内
外
の
高
校
生
ら
か
ら
３
７
７
点
が
集
ま

り
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は「
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
フ
ー
ド（
持
続
可
能
な
食
品
）を
使
っ
て
健

康
な
お
や
つ
を
作
ろ
う
」。
３
月
上
旬
に
書
類

選
考
を
通
過
し
た
16
品
を
食
文
化
学
部
の
学

生
が
レ
シ
ピ
に
沿
っ
て
調
理
。「
野
菜
を
手
軽

に
摂
れ
る
こ
と
を
意
識
で
き
た
」と
課
題
解
決

の
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
し
た
。

　
大
学
関
係
者
の
ほ
か
、
J
Ａ
と
女
性
部
の

役
員
も
試
食
審
査
し
、
味
だ
け
で
な
く
、
地

産
地
消
や
自
然
環
境
な
ど
に
配
慮
す
る
視
点

や
栄
養
面
な
ど
健
康
意
識
の
観
点
か
ら
総
合

的
に
評
価
し
ま
し
た
。
J
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山

賞
に「
大
学
レ
ン
コ
ン
」、
J
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山

女
性
部
賞
に「
皮
も
無
駄
に
し
な
い
み
か
ん
の

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
」を
選
び
ま
し
た
。

　
女
性
部
の
右
遠
皇
子
副
部
長
は「
女
性
部
活

動
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
そ
の
も
の
。
食
材
を
ム
ダ
な
く

使
う
レ
シ
ピ
が
興
味
深
い
」と
理
解
を
示
し
ま

し
た
。
小
野
充
常
務
は「
食
品
ロ
ス
や
食
料
自

給
率
の
問
題
を
考
え
、
食
と
農
へ
の
理
解
醸
成

に
つ
な
げ
た
い
」と
意
義
を
話
し
ま
し
た
。

　
入
賞
レ
シ
ピ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

　
真
備
筍
生
産
組
合
は
３
月
上
旬
か
ら
、
県

内
市
場
を
中
心
に
春
の
味
覚
タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷

を
始
め
ま
し
た
。
昨
年
秋
か
ら
続
く
少
雨
で

生
育
が
遅
れ
た
も
の
の
、
農
家
１
２
０
戸
が

竹
林
管
理
に
努
め
、
傷
つ
け
な
い
よ
う
丁
寧
に

収
穫
し
て
い
ま
す
。
５
月
上
旬
ま
で
続
く
見
込

み
で
、
1
0
0
㌧
の
出
荷
を
目
指
し
ま
す
。

妹
尾
国
昭
副
組
合
長
は「
天
候
に
大
き
く
左
右

さ
れ
対
策
が
難
し
い
。
そ
れ
で
も
白
く
や
わ
ら

か
、
え
ぐ
み
が
少
な
く
仕
上
が
っ
た
。
多
く
の

人
に
地
域
の
特
産
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

新
し
い
技
術
を
共
有

ア
ス
パ
ラ
の
増
収
目
指
す

満開のモモの花に授粉する石川さん（３月２日撮影）

農
のあ
る

風景

モモの花満開
県で唯一加温栽培

（勝田郡勝央町）

NEWS & TOPICSニュース & トピックス

動画も
公開中！

ト
マ
ト
4.3
億
円
へ

桃
太
郎
シ
ル
ク
拡
大

廃
プ
ラ
、
ビ
ニ
ー
ル
類
３
６
６
㌧

よ
り
よ
い
営
農
活
動
を

津
山
小
麦
に
愛
着
を

絵
本
で
わ
か
り
や
す
く

フ
レ
ミ
ズ
作
文
で
全
国
優
良
賞

仲
間
づ
く
り
の
喜
び
清
水
さ
ん（
新
見
）

頼
ら
れ
る
営
農
指
導
員
を

２
期
生
６
人
が
課
程
修
了

真
備
の
タ
ケ
ノ
コ
初
物

竹
林
管
理
に
期
待
を
込
め

持
続
可
能
な
食
を
探
る

健
康
な
お
や
つ
コ
ン
審
査

　岡山県で唯一モモの加温栽培をす
る勝央町桃部会の石川裕之さん（５０）、
里江さん（７３）親子のハウスでモモの
花が３月２日に満開となり、授粉作業
が最盛期を迎えました。
　露地１haと３連棟の加温ハウス13a
で栽培。今季は降雪と強風のためハ
ウスシートの閉め切りが遅れ、昨年よ
り1週間遅い１月下旬から加温しました。
２月に暖かい日が続いたことで、数日
で一気に咲きそろい、昨年と同時期の
作業スタートとなりました。約１５℃以
下にならないよう設定されたハウス内
では、極早生品種「はなよめ」や「なつ
おとめ」「日川白鳳」など５品種３０本の
木が枝を広げます。
　里江さんは「昨年ごろから猛暑など
で木が弱り、開花にばらつきが出てい
る。無事に咲いてほっとした。甘くて
おいしい、きれいなモモができるよう
頑張っている」と話します。

応募レシピをもとに16品を調理し、
試食審査しました

表彰状の伝達を受ける清水さん

次々と持ち込まれる不要資材

子どもたちにわかりやすい絵本

朝掘ったタケノコの形や色・傷の有無
などを確認する

JA晴れの国岡山
賞

大学レンコン

JA晴れの国岡山女性
部賞

皮も無駄にしない
みかんのパウンドケー

キ

発表する営農指導員

２５年産の成績優秀農家を表彰。最優秀の高
梁市長賞に嶋池勝一さんが輝きました（右）
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女
性
部
新
見
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
の

清
水
幸
子
さ
ん
が
、
２
０
２
５
年
度「
フ
レ
ミ

ズ
活
動
〝
わ
た
し
の
一
歩
〞作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
、
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
岡
山
県
内

の
女
性
部
を
代
表
し
て
応
募
し
、
全
国
21
道

府
県
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
題
名
は「
農
業
じ
ゃ
な
く
て
も
野
菜
は
育
つ
」。

20
年
前
に
女
性
部
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
誘

わ
れ
た
の
が
加
入
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

部
員
減
少
が
課
題
と
な
る
中
、
県
内
や
全
国

の
仲
間
と
の
交
流
や
学
び
合
い
か
ら
刺
激
を
受

け
、
組
織
の
活
性
化
に
力
を
注
い
で
き
た
体
験

を
書
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
部
員
が
自
分
１

人
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
苦
悩
に
直
面
し
た

も
の
の
、
活
動
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
地
道
に

挑
戦
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
成
果
に
少
し
ず
つ

手
応
え
を
感
じ
、「
農
業
を
し
て
い
な
く
て
も

食
育
や
仲
間
づ
く
り
で
喜
び
を
分
か
ち
合
え

る
。
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
や
加
工
品
づ
く
り
な
ど
の

夢
を
仲
間
と
と
も
に
か
な
え
た
い
」と
奮
起
を

誓
い
ま
し
た
。

　
営
農
指
導

員
を
対
象
と

し
た
強
化
指

導
員
研
修
会

の
２
期
生
６

人
が
３
年
間

の
課
程
を
修

了
し
ま
し
た
。

営
農
指
導
力
の
向
上
と
出
向
く
体
制
の
強
化

を
目
指
し
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
評
価
制

度
を
活
用
。
合
計
36
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通

じ
て
、
よ
い
農
業
を
知
る
、
課
題
や
リ
ス
ク
を

考
え
る
、
農
家
へ
の
訪
問
・
対
話
の
機
会
を
つ

く
る
と
い
っ
た
土
台
と
な
る
部
分
を
学
び
ま
し

た
。
３
月
中
旬
の
研
修
会
で
は
成
果
を
振
り

返
り
、
担
当
す
る
産
地
・
部
会
の
将
来
の
展

望
を
発
表
し
ま
し
た
。
指
導
員
は「
農
家
所
得

増
大
に
つ
な
が
る
よ
う
、
組
合
員
に
寄
り
添
い
、

力
に
な
り
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
磯
田
健
一
常
務
は「
現
場
に
足
を
運
ん
で
学

ん
だ
こ
と
を
い
か
し
、
農
家
か
ら
信
頼
さ
れ
、

愛
さ
れ
る
営
農
指
導
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と

激
励
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
度
も
農
業
で
不
要
に
な
っ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
類
、
農
薬
や
空
容
器

な
ど
を
各
地
で
回
収
し
ま
し
た
。
産
業
廃
棄

物
と
し
て
の
適
正
な
処
分
を
周
知
し
、
総
計

３
６
６
㌧
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
安
全
安
心
と

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
生
産
の
実
践
に
む
け

意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
３
月
上

旬
に
は
本
格
的
な
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
整

理
整
頓
し
よ
う
と
、
肥
料
袋
や
ポ
リ
マ
ル
チ
、

被
覆
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が
次
々
と
持
ち
込
ま
れ
ま

し
た
。
組
合
員
か
ら
は「
資
材
の
原
料
は
輸
入

に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
今
後
の
高
騰
が

心
配
だ
」と
危
惧
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
津
山
産
小
麦
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

絵
本
を
作
成
し
ま
し
た
。
品
種
名
で
あ
る「
せ

と
き
ら
ら
」「
ふ
く
ほ
の
か
」を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

「
キ
ラ
ラ
」「
フ
ク
」「
ホ
ノ
カ
」の
３
人
が
ア
イ
ド

ル
を
目
指
し
、
個
性
で
あ
る「
香
り
・
コ
シ
・

柔
ら
か
さ
」を
い
か
し
て
全
国
デ
ビ
ュ
ー
す
る
ス

ト
ー
リ
ー
。
産

地
確
立
ま
で
の

生
産
者
ら
の
工

夫
や
努
力
に
ふ

れ
て
い
る
ほ
か
、

品
種
ご
と
の
個
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を
わ
か
り
や

す
く
ア
ピ
ー
ル

し
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全
国
か
ら
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れ
る
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に
な
る
た
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に
奮
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す
る
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を

描
い
て
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ま
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。

　
津
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経
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芦
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創
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会
長
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も
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読
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い
る
。
担
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ば
」と
期
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。
パ
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ツ
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、
イ
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っ
て
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ま
す
。
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収
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０
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０
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　岡山県で唯一モモの加温栽培をす
る勝央町桃部会の石川裕之さん（５０）、
里江さん（７３）親子のハウスでモモの
花が３月２日に満開となり、授粉作業
が最盛期を迎えました。
　露地１haと３連棟の加温ハウス13a
で栽培。今季は降雪と強風のためハ
ウスシートの閉め切りが遅れ、昨年よ
り1週間遅い１月下旬から加温しました。
２月に暖かい日が続いたことで、数日
で一気に咲きそろい、昨年と同時期の
作業スタートとなりました。約１５℃以
下にならないよう設定されたハウス内
では、極早生品種「はなよめ」や「なつ
おとめ」「日川白鳳」など５品種３０本の
木が枝を広げます。
　里江さんは「昨年ごろから猛暑など
で木が弱り、開花にばらつきが出てい
る。無事に咲いてほっとした。甘くて
おいしい、きれいなモモができるよう
頑張っている」と話します。

応募レシピをもとに16品を調理し、
試食審査しました

表彰状の伝達を受ける清水さん

次々と持ち込まれる不要資材

子どもたちにわかりやすい絵本

朝掘ったタケノコの形や色・傷の有無
などを確認する

JA晴れの国岡山
賞

大学レンコン

JA晴れの国岡山女性
部賞

皮も無駄にしない
みかんのパウンドケー

キ

発表する営農指導員

２５年産の成績優秀農家を表彰。最優秀の高
梁市長賞に嶋池勝一さんが輝きました（右）
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家庭菜園
作って食べて農業を元気に!

キュウリ

植え付け時期から逆算して
およそ30日前に、加温され
た9㎝ポリポットに3粒ずつ
種まきします。

発芽したら30℃以上になら
ないように換気し、本葉1枚
の頃に間引いて1本立ちにし、
本葉4～5枚まで育苗します。加温育苗しないときは、5月上旬から
中旬ごろが種まき時期です。購入苗はつる割れ病に強い接ぎ木苗を
選びましょう。

植え付け2週間前までに
苦土石灰をまき、土と混
ぜておきます。次に、1週
間前に化成肥料、堆肥
を予定した畝幅に散布
し、よく耕しておきます。

土壌水分が適度のとき
にマルチを張り、地温
を上げておきます。

中間地では遅霜の心
配がない5月上旬か
ら中旬、トンネル栽培
の場合は4月中旬か
ら下旬ごろが植え付
け時期です。

植え付け時は仮支柱を立て、
ひもで緩く縛ります。次に、つ
るが伸びだす前に支柱を用意
し、合掌式に支柱を組みます。
そして、支柱にキュウリネットを
張り、つるをネットに誘引します。

親づる（主枝）の下から5～
6葉までの子づると雌花は、
全て早めに摘み取ります。そ
の後の子づる、孫づるは2
葉を残して摘心し、親づる
は支柱の高さで摘心します。

黄化した下葉や病気の葉は随時摘葉し、曲がり果などの変形果は小さ
いうちに摘果して、株の負担を軽くします。

肥切れさせないように、収穫終了前まで2週間ごとに追肥を続けます。
1回目は果実が取れる頃に株の周りに施し、軽く土と混合します。2回
目以降は化成肥料を畝の肩に浅く溝を作って施し、薄く土をかけます。

キュウリは特に水分が必要で、畑が乾いていたら必ず水やりをします。

べと病やうどんこ病は、登録農薬で防除します。アブラムシは、粘着く
ん液剤などを散布します。

長さ21～22㎝、重さ100～120ｇくらいが収穫適期ですが、小さくても
モロキュウとして楽しめます。最盛期は朝夕2回の収穫を心がけ、また
草勢が弱ったときには若取りして株の負担を減らし回復を早めましょう。

5．摘葉・摘果

6．追肥・水やり

7．病害虫防除

8．収穫

3．植え付け

4．誘引・摘心

2．畑の準備

1．苗づくり

キュウリは食感と新鮮さが本命。家庭菜園なら実が少し小さ
くても大きくなっても楽しめます。生育適温は日中22～28℃、
夜間17～18℃です。根は浅く張るため乾燥に弱いので、水
持ちがよく、有機物の多い畑が適します。

植え付け：5月上旬～中旬
収穫：6月上旬～8月下旬

監修

津山南部
アグリセンター

松本　茂 係長

2週間前に1㎡あたり 
苦土石灰　200g

1週間前に1㎡あたり 
❶「野菜の肥料」

200g
堆肥
2～3㎏

60～70cm

80～90cm

120cm

加温育苗

温床マット

電子
サーモ

化成肥料
堆肥

支柱立て

60～
70cm

180～
200cm

摘心
子づる、孫づる
とも本葉2枚を
残し摘心

■
お
す
す
め
資
材

❶JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料

窒素・リン酸・カリに加え、微量
要素をバランスよく配合し、野菜
の元肥・追肥に幅広く使えます。

❷化成肥料14-14-14

野菜・果樹・花など幅広く使
えます。高成分なので少量投
入で経済的です。

直売所の出荷者も募集しています！
地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資
材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。

ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

バックナンバーは
こちら！

1㎡あたり 
❷「化成肥料14-14-14」　30ｇ

●見分け方
ハリがあり穂先が締まっている、
すじっぽくないものがよいです。

●主な栄養成分
アスパラギン酸という
アミノ酸が疲労回復に
役立ちます。ビタミン
Ｃ・Ｅや葉酸なども含
みます。

くらしき作陽大学 食文化学部食マネジメント学科 新田ゼミ 考案

苦手な人でも食べられるおいしさで、
おやつとして手軽に栄養がとれるレシピです。
皮ごと使うので廃棄する部分はありません。

アスパラクッキーとアスパラスムージー

アスパラガスを使って1品

作
っ
て
食
べ
よ
う
！ 

く
ら
し
き
作
陽
大
学
レ
シ
ピ

アスパラガスアスパラガス

0.5g塩分

約100g（1日の目標野菜摂取量の約4分の1）野菜摂取量(２品で)

つくりかた

① アスパラガスを洗い約５㎝幅に切り、形が残らずト
ロトロになるまでミキサーにかける。

② ボウルにバターを入れクリーム状になるまで混ぜる。
③ ②に砂糖・卵黄・バニラエッセンスを入れ混ぜる。
④ ③に①・薄力粉を入れ、ヘラでざっくり混ぜる。
⑤ ④をラップで棒状に包み、冷蔵庫で約30分寝かせる。
⑥ ⑤を約５㎜幅に切る。
⑦ ⑥を170℃のオーブンで約15分焼く。

① アスパラガスを洗い約５㎝幅に切り、形が残らずト
ロトロになるまでミキサーにかける。

② ボウルにバターを入れクリーム状になるまで混ぜる。
③ ②に砂糖・卵黄・バニラエッセンスを入れ混ぜる。
④ ③に①・薄力粉を入れ、ヘラでざっくり混ぜる。
⑤ ④をラップで棒状に包み、冷蔵庫で約30分寝かせる。
⑥ ⑤を約５㎜幅に切る。
⑦ ⑥を170℃のオーブンで約15分焼く。

アスパラガス …………  50ｇ
有塩バター…………… 20ｇ
砂糖 …… 大さじ１と１/２
卵黄 ………………… １個
薄力粉…………………  50ｇ
バニラエッセンス …… 少々

材料／15枚分■アスパラクッキー

つくりかた

① アスパラガスを洗い、約５㎝幅に切る。
② ミキサーに①・黄桃・全脂無糖ヨーグルト・
牛乳を入れてミキサーにかける。

③ コップに入れ、ハチミツ・レモン汁をお好み
で入れる。

① アスパラガスを洗い、約５㎝幅に切る。
② ミキサーに①・黄桃・全脂無糖ヨーグルト・
牛乳を入れてミキサーにかける。

③ コップに入れ、ハチミツ・レモン汁をお好み
で入れる。

アスパラガス ……………………………  50ｇ
黄桃の缶詰（シロップは除く）………… 50ｇ
全脂無糖ヨーグルト…………………… 20ｇ
牛乳 …………………………………… 50㎖
ハチミツ…………………………………  適量
レモン汁………………………………… 適量

材料／１人分■アスパラスムージー

約４41kcal
エネルギー

１時間
調理時間

約129kcalエネルギー

3分調理時間

にった

まつもと しげる
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家庭菜園
作って食べて農業を元気に!

キュウリ

植え付け時期から逆算して
およそ30日前に、加温され
た9㎝ポリポットに3粒ずつ
種まきします。

発芽したら30℃以上になら
ないように換気し、本葉1枚
の頃に間引いて1本立ちにし、
本葉4～5枚まで育苗します。加温育苗しないときは、5月上旬から
中旬ごろが種まき時期です。購入苗はつる割れ病に強い接ぎ木苗を
選びましょう。

植え付け2週間前までに
苦土石灰をまき、土と混
ぜておきます。次に、1週
間前に化成肥料、堆肥
を予定した畝幅に散布
し、よく耕しておきます。

土壌水分が適度のとき
にマルチを張り、地温
を上げておきます。

中間地では遅霜の心
配がない5月上旬か
ら中旬、トンネル栽培
の場合は4月中旬か
ら下旬ごろが植え付
け時期です。

植え付け時は仮支柱を立て、
ひもで緩く縛ります。次に、つ
るが伸びだす前に支柱を用意
し、合掌式に支柱を組みます。
そして、支柱にキュウリネットを
張り、つるをネットに誘引します。

親づる（主枝）の下から5～
6葉までの子づると雌花は、
全て早めに摘み取ります。そ
の後の子づる、孫づるは2
葉を残して摘心し、親づる
は支柱の高さで摘心します。

黄化した下葉や病気の葉は随時摘葉し、曲がり果などの変形果は小さ
いうちに摘果して、株の負担を軽くします。

肥切れさせないように、収穫終了前まで2週間ごとに追肥を続けます。
1回目は果実が取れる頃に株の周りに施し、軽く土と混合します。2回
目以降は化成肥料を畝の肩に浅く溝を作って施し、薄く土をかけます。

キュウリは特に水分が必要で、畑が乾いていたら必ず水やりをします。

べと病やうどんこ病は、登録農薬で防除します。アブラムシは、粘着く
ん液剤などを散布します。

長さ21～22㎝、重さ100～120ｇくらいが収穫適期ですが、小さくても
モロキュウとして楽しめます。最盛期は朝夕2回の収穫を心がけ、また
草勢が弱ったときには若取りして株の負担を減らし回復を早めましょう。

5．摘葉・摘果

6．追肥・水やり

7．病害虫防除

8．収穫

3．植え付け

4．誘引・摘心

2．畑の準備

1．苗づくり

キュウリは食感と新鮮さが本命。家庭菜園なら実が少し小さ
くても大きくなっても楽しめます。生育適温は日中22～28℃、
夜間17～18℃です。根は浅く張るため乾燥に弱いので、水
持ちがよく、有機物の多い畑が適します。

植え付け：5月上旬～中旬
収穫：6月上旬～8月下旬

監修

津山南部
アグリセンター

松本　茂 係長

2週間前に1㎡あたり 
苦土石灰　200g

1週間前に1㎡あたり 
❶「野菜の肥料」

200g
堆肥
2～3㎏

60～70cm

80～90cm

120cm

加温育苗

温床マット

電子
サーモ

化成肥料
堆肥

支柱立て

60～
70cm

180～
200cm

摘心
子づる、孫づる
とも本葉2枚を
残し摘心

■
お
す
す
め
資
材

❶JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料

窒素・リン酸・カリに加え、微量
要素をバランスよく配合し、野菜
の元肥・追肥に幅広く使えます。

❷化成肥料14-14-14

野菜・果樹・花など幅広く使
えます。高成分なので少量投
入で経済的です。

直売所の出荷者も募集しています！
地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資
材の選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。

ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

バックナンバーは
こちら！

1㎡あたり 
❷「化成肥料14-14-14」　30ｇ

●見分け方
ハリがあり穂先が締まっている、
すじっぽくないものがよいです。

●主な栄養成分
アスパラギン酸という
アミノ酸が疲労回復に
役立ちます。ビタミン
Ｃ・Ｅや葉酸なども含
みます。

くらしき作陽大学 食文化学部食マネジメント学科 新田ゼミ 考案

苦手な人でも食べられるおいしさで、
おやつとして手軽に栄養がとれるレシピです。
皮ごと使うので廃棄する部分はありません。

アスパラクッキーとアスパラスムージー

アスパラガスを使って1品

作
っ
て
食
べ
よ
う
！ 

く
ら
し
き
作
陽
大
学
レ
シ
ピ

アスパラガスアスパラガス

0.5g塩分

約100g（1日の目標野菜摂取量の約4分の1）野菜摂取量(２品で)

つくりかた

① アスパラガスを洗い約５㎝幅に切り、形が残らずト
ロトロになるまでミキサーにかける。

② ボウルにバターを入れクリーム状になるまで混ぜる。
③ ②に砂糖・卵黄・バニラエッセンスを入れ混ぜる。
④ ③に①・薄力粉を入れ、ヘラでざっくり混ぜる。
⑤ ④をラップで棒状に包み、冷蔵庫で約30分寝かせる。
⑥ ⑤を約５㎜幅に切る。
⑦ ⑥を170℃のオーブンで約15分焼く。

① アスパラガスを洗い約５㎝幅に切り、形が残らずト
ロトロになるまでミキサーにかける。

② ボウルにバターを入れクリーム状になるまで混ぜる。
③ ②に砂糖・卵黄・バニラエッセンスを入れ混ぜる。
④ ③に①・薄力粉を入れ、ヘラでざっくり混ぜる。
⑤ ④をラップで棒状に包み、冷蔵庫で約30分寝かせる。
⑥ ⑤を約５㎜幅に切る。
⑦ ⑥を170℃のオーブンで約15分焼く。

アスパラガス …………  50ｇ
有塩バター…………… 20ｇ
砂糖 …… 大さじ１と１/２
卵黄 ………………… １個
薄力粉…………………  50ｇ
バニラエッセンス …… 少々

材料／15枚分■アスパラクッキー

つくりかた

① アスパラガスを洗い、約５㎝幅に切る。
② ミキサーに①・黄桃・全脂無糖ヨーグルト・
牛乳を入れてミキサーにかける。

③ コップに入れ、ハチミツ・レモン汁をお好み
で入れる。

① アスパラガスを洗い、約５㎝幅に切る。
② ミキサーに①・黄桃・全脂無糖ヨーグルト・
牛乳を入れてミキサーにかける。

③ コップに入れ、ハチミツ・レモン汁をお好み
で入れる。

アスパラガス ……………………………  50ｇ
黄桃の缶詰（シロップは除く）………… 50ｇ
全脂無糖ヨーグルト…………………… 20ｇ
牛乳 …………………………………… 50㎖
ハチミツ…………………………………  適量
レモン汁………………………………… 適量

材料／１人分■アスパラスムージー

約４41kcal
エネルギー

１時間
調理時間

約129kcalエネルギー

3分調理時間

にった

まつもと しげる
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令
和
７
年
度
３
月
期
理
事
会
を
３
月
30
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
７
年
度
決

算
見
込
お
よ
び
令
和
８
年
度
事
業
計
画（
素

案
）／
第
２
号
議
案
：
職
制
規
程
の
一
部
変
更

／
第
３
号
議
案
：
役
員
賠
償
責
任
保
険
へ
の

加
入
／
第
４
号
議
案
：
行
政
と
連
携
し
た
農

業
・
就
農
等
支
援
事
業
へ
の
参
画
等（
赤
磐
市
・

真
庭
市
）／
第
５
号
議
案
：
株
式
会
社
真
庭

ノ
ウ
キ
ョ
ウ
連
合
青
果
市
場
の
増
資
／
第
６

号
議
案
：
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の

確
認
／
第
７
号
議
案
：
令
和
８
年
度
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
／
第
８
号

議
案
：
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

一
部
変
更
／
第
９
号
議
案
：
令
和
８
年
度
の

余
裕
金
運
用
／
第
10
号
議
案
：
旬
感
広
場 

近

隣
の
土
地
取
得
／
第
11
号
議
案
：
令
和
６
年

産
米
穀
最
終
精
算（
米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
・

加
工
用
米
の
販
売
が
終
了
）／
第
12
号
議
案
：

令
和
８
年
度
営
農
事
業
に
関
す
る
手
数
料
率
・

利
用
料
／
第
13
号
議
案
：
令
和
８
年
度
経
済

事
業
に
関
す
る
手
数
料
率
・
メ
モ
リ
ア
ル
利

用
・
施
設
使
用
料
／
第
14
号
議
案
：
購
買
業

務
規
程
の
一
部
変
更
／
第
15
号
議
案
：
下
請

代
金
法
立
入
検
査
の
指
摘
事
項
に
対
す
る
改

善
状
況
／
第
16
号
議
案
：
各
種
委
員
会
の
構

成
／
第
17
号
議
案
：
出
資
口
数
の
減
口（
組

合
員
の
申
し
出
等
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
７
年
度
２
月
末
事
業
実
績

／
令
和
８
年
度
監
事
監
査
計
画
／
役
員
推
薦

委
員
お
よ
び
役
員
報
酬
審
議
委
員
の
選
出
／

員
外
監
事
候
補
者
／
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ

ン
グ
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
規
程
の
一
部
変
更

／
保
有
個
人
デ
ー
タ
等
の
開
示
等
に
関
す
る 

手
続
規
程
の
一
部
変
更
／
リ
ス
ク
管
理
委
員

会
報
告（
マ
ネ
ロ
ン
等
に
か
か
る
有
効
性
検
証

オ
ン
サ
イ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
・
J
Ａ
窓
口

に
お
け
る
特
殊
詐
欺
対
策
）

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
農
産
資

材
店
・
農
機
セ
ン
タ
ー
・
給
油
所
・
直
売
所

な
ど
の
営
業
は
、
農
繁
期
の
対
応
な
ど
各
店

舗
で
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
各
事
業
所
・
店
舗
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
２
月
下
旬
に
福
岡
市
で
開
か
れ
た
第
67
回

全
国
家
の
光
大
会
の
普
及
・
文
化
活
動
の
部
で
、

津
山
基
幹
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
経
済
課
の
近
藤

恵
課
長
が
岡
山
県
を
代
表
し
て
体
験
発
表
し
、

家
の
光
協
会
会
長
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

家
の
光
の
記
事

を
き
っ
か
け
に

貧
困
を
考
え
、

多
様
な
団
体
と

連
携
し
た
フ
ー

ド
＆
ラ
イ
フ
ド

ラ
イ
ブ
な
ど
仲

間
づ
く
り
活
動

を
語
り
ま
し
た
。

　「
家
の
光
」は
、
時
事
問
題
や
料
理
・
健
康
・

子
育
て
・
介
護
・
福
祉
・
農
業
・
家
庭
菜
園
・

手
芸
な
ど
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
幅
広
い
記
事

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

購
読
の
お
申
し
込
み

は
お
近
く
の
支
店
、

購
買
店
で
承
っ
て
い

ま
す
。

　
木
下
大
サ
ー
カ
ス
が
６
月
27
日（
土
）か
ら

4
年
ぶ
り
に
岡
山
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
招

待
券
を
抽
選
で
ペ
ア
20
組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
下
記
コ
ー
ド
よ
り

５
月
末
ま
で
応
募
を
受
付

け
ま
す
。

　
確
定
申
告
書
の
申
告
内
容
に
誤
り
が
あ
る

こ
と
に
気
付
い
た
場
合
、
次
の
方
法
で
申
告

内
容
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
誤
っ
て
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た

　
法
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
以
内
に「
更
正
の

請
求
書
」を
作
成
し
、
所
轄
税
務
署
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
誤
っ
て
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た

　「
修
正
申
告
書
」を
提
出
し
て
正
し
い
税
額

に
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
納

め
る
税
額
は
、
修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
日

ま
で
に
、
延
滞
税
と
併
せ
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
岡
山
県
警
察
か
ら
の
指
導
に
よ
り
、
高
額

な
現
金
出
金
や
振
込
の
お
申
し
出
を
窓
口
で

受
け
た
場
合
な
ど
に
は
、
職
員
か
ら
お
声
が

け
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
警
察
へ
の
通
報

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ま
の
大
切
な
資
産
を
お
守
り
す
る
た
め
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

JAからのお知らせ

INFORMATION

申
告
内
容
の
訂
正
方
法
は

こ
ち
ら ⇒

応募
フォーム

理
事
会
だ
よ
り

行
政
と
連
携
し
た
農
業
・
就
農
等
支
援
事
業
ほ
か

全
国
家
の
光
大
会
で
発
表
・
表
彰

津
山
基
幹
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
近
藤
課
長

家
の
光
の
購
読
ご
案
内

農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ

Ｇ
Ｗ
の
資
材
店
・
直
売
所
な
ど

営
業
時
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

木
下
大
サ
ー
カ
ス
岡
山
公
演

ご
招
待
券
ペ
ア
２０
組
プ
レ
ゼ
ン
ト

確
定
申
告
の
内
容
を
間
違
え
て
い
た
と
き

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

金
融
犯
罪
か
ら
守
る
た
め

高
額
な
出
金
・
振
込
は
警
察
へ
通
報

地域の方を対象にした健康診断を実施します。
ご希望の方は3週間前までに各お問い合わせ先にお申し込みください。

実施月日 統　括 会　　場 開始時間 お問い合わせ先

6
月

22日（月）
24日（水）
19日（金）
30日（火）
25日（木）
26日（金）
23日（火）

岡山東
岡山西

真庭

津山

勝英

8：30
8：30

9：00

9：00

8：30

備前支店
吉備路支店

蒜山アグリセンター

津山東支店

勝央支店

0869-64-3381
0866-93-7841

0867-66-2520

0868-26-1519

0868-38-3131

備前支店
吉備路支店

美甘健康増進施設
本庄事業所

津山東支店

勝央支店

ポイントを
ゲットしよう！

©ソラとサン

家の光協会会長特別賞の表彰を受ける
近藤課長（右）

JAの巡回人間ドック（健診）のお知らせ（6月）JAの巡回人間ドック（健診）のお知らせ（6月）

採用情報や説明会の予約は
「マイナビ」でご案内しています2027年度職員を募集中

400円引き
こちらも継続中 !

組合員証のご利用で毎週水曜日
ＪＡ給油所で
　 給油5円／ℓ引き！

ID @924kyalx

LINE登録は
こちらから▶▶▶

予告なく変更する場合があります

LINE組合員証の提示
でJＡ直売所などで販
売の「農協精米」5Kgを

【期間】2026.2.2（月）～2026.5.31（日）

通常価格の

利用条件な
ど詳しくは上
記コードをご
覧ください

LINE組合員証
組合員応援！

でもっと  　　 にお得

※抽選日までに中途解約された場合は、抽選権は失効となります。
※本商品にかかる懸賞品（1万円相当の岡山県特産品ギフトカタロ
グ）は一時所得と考えられ、確定申告が必要な場合があります。
詳しくは税理士等の専門家にご相談のうえご確認ください。

JA晴れの国岡山公式LINE
「選べるごちそう
春の国消国産キャンペーン」実施中！

LINEお友だち登録して参加しよう！
【2026年4月20日（月）～2026年6月30日（火）】

応募方法はこちらから

特典への
お申し込みが
必要です

相続税務相談会開催のお知らせ
日時：2026年　　月　　日（火）10：00～15：00
　　　2026年　　月　　日（水）10：00～15：00

場所：ＪＡ晴れの国岡山 本館２階 会議室（倉敷市玉島八島１５１０－１）
（12：00～ 13：00を除く／一組最大３０分まで）

※遠方の方は各統括本部からテレビ会議で実施できます。

55 1212
66 1010

詳細とご予約は
JA晴れの国岡山ホームページから
お問い合わせは
総務部（086-476-1830）まで

４月より毎月１回開催　次世代へのスムーズな資産承継を支援します組合員限定

相談
無料
相談
無料

事前
予約
事前
予約
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令
和
７
年
度
３
月
期
理
事
会
を
３
月
30
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
７
年
度
決

算
見
込
お
よ
び
令
和
８
年
度
事
業
計
画（
素

案
）／
第
２
号
議
案
：
職
制
規
程
の
一
部
変
更

／
第
３
号
議
案
：
役
員
賠
償
責
任
保
険
へ
の

加
入
／
第
４
号
議
案
：
行
政
と
連
携
し
た
農

業
・
就
農
等
支
援
事
業
へ
の
参
画
等（
赤
磐
市
・

真
庭
市
）／
第
５
号
議
案
：
株
式
会
社
真
庭

ノ
ウ
キ
ョ
ウ
連
合
青
果
市
場
の
増
資
／
第
６

号
議
案
：
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の

確
認
／
第
７
号
議
案
：
令
和
８
年
度
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
／
第
８
号

議
案
：
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

一
部
変
更
／
第
９
号
議
案
：
令
和
８
年
度
の

余
裕
金
運
用
／
第
10
号
議
案
：
旬
感
広
場 

近

隣
の
土
地
取
得
／
第
11
号
議
案
：
令
和
６
年

産
米
穀
最
終
精
算（
米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
・

加
工
用
米
の
販
売
が
終
了
）／
第
12
号
議
案
：

令
和
８
年
度
営
農
事
業
に
関
す
る
手
数
料
率
・

利
用
料
／
第
13
号
議
案
：
令
和
８
年
度
経
済

事
業
に
関
す
る
手
数
料
率
・
メ
モ
リ
ア
ル
利

用
・
施
設
使
用
料
／
第
14
号
議
案
：
購
買
業

務
規
程
の
一
部
変
更
／
第
15
号
議
案
：
下
請

代
金
法
立
入
検
査
の
指
摘
事
項
に
対
す
る
改

善
状
況
／
第
16
号
議
案
：
各
種
委
員
会
の
構

成
／
第
17
号
議
案
：
出
資
口
数
の
減
口（
組

合
員
の
申
し
出
等
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
７
年
度
２
月
末
事
業
実
績

／
令
和
８
年
度
監
事
監
査
計
画
／
役
員
推
薦

委
員
お
よ
び
役
員
報
酬
審
議
委
員
の
選
出
／

員
外
監
事
候
補
者
／
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ

ン
グ
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
規
程
の
一
部
変
更

／
保
有
個
人
デ
ー
タ
等
の
開
示
等
に
関
す
る 

手
続
規
程
の
一
部
変
更
／
リ
ス
ク
管
理
委
員

会
報
告（
マ
ネ
ロ
ン
等
に
か
か
る
有
効
性
検
証

オ
ン
サ
イ
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
・
J
Ａ
窓
口

に
お
け
る
特
殊
詐
欺
対
策
）

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
農
産
資

材
店
・
農
機
セ
ン
タ
ー
・
給
油
所
・
直
売
所

な
ど
の
営
業
は
、
農
繁
期
の
対
応
な
ど
各
店

舗
で
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
各
事
業
所
・
店
舗
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
２
月
下
旬
に
福
岡
市
で
開
か
れ
た
第
67
回

全
国
家
の
光
大
会
の
普
及
・
文
化
活
動
の
部
で
、

津
山
基
幹
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
経
済
課
の
近
藤

恵
課
長
が
岡
山
県
を
代
表
し
て
体
験
発
表
し
、

家
の
光
協
会
会
長
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

家
の
光
の
記
事

を
き
っ
か
け
に

貧
困
を
考
え
、

多
様
な
団
体
と

連
携
し
た
フ
ー

ド
＆
ラ
イ
フ
ド

ラ
イ
ブ
な
ど
仲

間
づ
く
り
活
動

を
語
り
ま
し
た
。

　「
家
の
光
」は
、
時
事
問
題
や
料
理
・
健
康
・

子
育
て
・
介
護
・
福
祉
・
農
業
・
家
庭
菜
園
・

手
芸
な
ど
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
幅
広
い
記
事

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

購
読
の
お
申
し
込
み

は
お
近
く
の
支
店
、

購
買
店
で
承
っ
て
い

ま
す
。

　
木
下
大
サ
ー
カ
ス
が
６
月
27
日（
土
）か
ら

4
年
ぶ
り
に
岡
山
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
招

待
券
を
抽
選
で
ペ
ア
20
組
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
下
記
コ
ー
ド
よ
り

５
月
末
ま
で
応
募
を
受
付

け
ま
す
。

　
確
定
申
告
書
の
申
告
内
容
に
誤
り
が
あ
る

こ
と
に
気
付
い
た
場
合
、
次
の
方
法
で
申
告

内
容
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
誤
っ
て
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た

　
法
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
以
内
に「
更
正
の

請
求
書
」を
作
成
し
、
所
轄
税
務
署
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
誤
っ
て
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た

　「
修
正
申
告
書
」を
提
出
し
て
正
し
い
税
額

に
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
納

め
る
税
額
は
、
修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
日

ま
で
に
、
延
滞
税
と
併
せ
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
岡
山
県
警
察
か
ら
の
指
導
に
よ
り
、
高
額

な
現
金
出
金
や
振
込
の
お
申
し
出
を
窓
口
で

受
け
た
場
合
な
ど
に
は
、
職
員
か
ら
お
声
が

け
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
警
察
へ
の
通
報

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ま
の
大
切
な
資
産
を
お
守
り
す
る
た
め
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

JAからのお知らせ

INFORMATION

申
告
内
容
の
訂
正
方
法
は

こ
ち
ら ⇒

応募
フォーム

理
事
会
だ
よ
り

行
政
と
連
携
し
た
農
業
・
就
農
等
支
援
事
業
ほ
か

全
国
家
の
光
大
会
で
発
表
・
表
彰

津
山
基
幹
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
近
藤
課
長

家
の
光
の
購
読
ご
案
内

農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ

Ｇ
Ｗ
の
資
材
店
・
直
売
所
な
ど

営
業
時
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

木
下
大
サ
ー
カ
ス
岡
山
公
演

ご
招
待
券
ペ
ア
２０
組
プ
レ
ゼ
ン
ト

確
定
申
告
の
内
容
を
間
違
え
て
い
た
と
き

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

金
融
犯
罪
か
ら
守
る
た
め

高
額
な
出
金
・
振
込
は
警
察
へ
通
報

地域の方を対象にした健康診断を実施します。
ご希望の方は3週間前までに各お問い合わせ先にお申し込みください。

実施月日 統　括 会　　場 開始時間 お問い合わせ先

6
月

22日（月）
24日（水）
19日（金）
30日（火）
25日（木）
26日（金）
23日（火）

岡山東
岡山西

真庭

津山

勝英

8：30
8：30

9：00

9：00

8：30

備前支店
吉備路支店

蒜山アグリセンター

津山東支店

勝央支店

0869-64-3381
0866-93-7841

0867-66-2520

0868-26-1519

0868-38-3131

備前支店
吉備路支店

美甘健康増進施設
本庄事業所

津山東支店

勝央支店

ポイントを
ゲットしよう！

©ソラとサン

家の光協会会長特別賞の表彰を受ける
近藤課長（右）

JAの巡回人間ドック（健診）のお知らせ（6月）JAの巡回人間ドック（健診）のお知らせ（6月）

採用情報や説明会の予約は
「マイナビ」でご案内しています2027年度職員を募集中

400円引き
こちらも継続中 !

組合員証のご利用で毎週水曜日
ＪＡ給油所で
　 給油5円／ℓ引き！

ID @924kyalx

LINE登録は
こちらから▶▶▶

予告なく変更する場合があります

LINE組合員証の提示
でJＡ直売所などで販
売の「農協精米」5Kgを

【期間】2026.2.2（月）～2026.5.31（日）

通常価格の

利用条件な
ど詳しくは上
記コードをご
覧ください

LINE組合員証
組合員応援！

でもっと  　　 にお得

※抽選日までに中途解約された場合は、抽選権は失効となります。
※本商品にかかる懸賞品（1万円相当の岡山県特産品ギフトカタロ
グ）は一時所得と考えられ、確定申告が必要な場合があります。
詳しくは税理士等の専門家にご相談のうえご確認ください。

JA晴れの国岡山公式LINE
「選べるごちそう
春の国消国産キャンペーン」実施中！

LINEお友だち登録して参加しよう！
【2026年4月20日（月）～2026年6月30日（火）】

応募方法はこちらから

特典への
お申し込みが
必要です

相続税務相談会開催のお知らせ
日時：2026年　　月　　日（火）10：00～15：00
　　　2026年　　月　　日（水）10：00～15：00

場所：ＪＡ晴れの国岡山 本館２階 会議室（倉敷市玉島八島１５１０－１）
（12：00～ 13：00を除く／一組最大３０分まで）

※遠方の方は各統括本部からテレビ会議で実施できます。

55 1212
66 1010

詳細とご予約は
JA晴れの国岡山ホームページから
お問い合わせは
総務部（086-476-1830）まで

４月より毎月１回開催　次世代へのスムーズな資産承継を支援します組合員限定

相談
無料
相談
無料

事前
予約
事前
予約
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女性同士のきょうだい
トウシューズをはいて踊ります
風呂場でお湯をためるところ
太古から人間に飼われている動物
表の反対側
端午の節句に―餅を食べた
日本三大祭りのひとつ、―祭。東京で5月におこなわれます
―ベース、アット―
釣り人がじっと見るもの
川を渡るためにかけます
そろそろ行かないと!　タイム―だよ
Sが小ならMは
5月4日は――の日。国民の祝日です

1
4
7
9
10
11
13
15
16
17
18
20
21

端午の節句に風呂の湯へ入れます
変わると寝つけない人もいます
岩の多い海岸のこと
現在の元号です
アルファベットの14番目
安、実、宝に共通の部首
漢字では羊歯などと書く植物
車のこと。―ナビ
つくね、ハツ、砂肝といえば
キャッチャーともいいます
ゴルフクラブの種類のひとつ
童謡「ぶんぶんぶん」で飛ぶもの
ウサギのものは長め

1
2
3
5
6
8
12
13
14
15
16
17
19

タテのカギ ヨコのカギ

※誌面の都合上、投稿いただいたすべ
てを掲載できない場合がございます
がご了承ください。

※個人情報は、投稿コーナーへの掲載
や賞品発送、JA事業運営以外では使
用いたしません。

※投稿写真は、人物など被写体に関す
る肖像権などに触れる可能性のない
ものに限ります。また、可能なかぎり
写真の説明をご記入ください。

※ペンネームをご希望の方は、ご自身の
ペンネームを必ず明記してください。

※投稿いただいた作品は返却いたしま
せん。

※「みんなのひろば」の掲載がプレゼン
トの当選とは限りません。当選者の発
表は賞品の発送をもってかえさせて
いただきます。

※掲載を希望されない場合はその旨を
明記してください。

LINE･ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸのいずれかに必要
事項をご記入いただき、ご応募ください。

お便りなど投稿・プレゼント応募方法

クロスワードパズル
先月号（4月号）の答え

「ハナフブキ」
応募総数
1,176件

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●ご意見・ご感想

85円
切手

JA晴れの国岡山
　　　　広報課
　「晴ればれ」係

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

〒713-8113

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？（出題／ニコリ）

▼
地
域
の
身
近
な
話
題
が
分
か
り

や
す
く
紹
介
さ
れ
、
読
む
と
明
る

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
素
敵
な
広
報
誌
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

井
原
市
･
さ
し
み
さ
ん（
40
代
）

▼
県
北
に
も
や
っ
と
春
が
来
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
暑
さ
に
負
け
ず
、
猿
に

も
負
け
ず
野
菜
づ
く
り
を
頑
張
り

た
い
で
す
。

新
見
市
・
花
花
お
ば
さ
ん（
70
代
）

▼
広
報
誌
を
読
ん
で
、
農
作
業
の
技

術
や
他
の
地
域
の
情
報
が
勉
強
に

な
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
市
・
う
〜
ち
ゃ
ん（
60
代
）

▼「
直
売
所
だ
よ
り
」で
紹
介
さ
れ

た
ア
グ
リ
び
ぜ
ん
に
行
っ
て
み
た
い

で
す
。
柑
橘
類
や
焼
き
あ
な
ご
が

気
に
な
り
ま
し
た
。

高
梁
市
・
空
え
び
す
さ
ん（
50
代
）

▼
J
Ａ
広
報
大
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
の
よ
う
で
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
組
合
員
・
地
域
住
民
に
農
業
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
、
ま
す
ま
す

精
進
し
て
く
だ
さ
い
。

笠
岡
市
・
津
田 
道
子
さ
ん（
80
代
）

２０２6年5月15日（金）必着
応　募　締　切

スマートフォン
から簡単応募▶▶▶

F A X

086-476-1840

応 募フォー ム

L I N Eハ ガ キ

本誌掲載の商品は総額表示で表記しています

JA晴れの国岡山 晴ればれ応募

正解者の中から抽選で20人の方に直売所などで使える
「農協全国商品券（２,０００円分）」をプレゼント！！

春
来
た
り
　
畑
行
く
の
を
　
先
の
ば
し

山
菜
を
　
取
る
の
夢
中
な
　
３
歳
児

可
愛
ら
し
　
日
々
成
長
す
　
青
き
苗

雨
よ
待
て
　
明
日
は
日
曜
　
ト
ラ
ク
タ
ー

草
む
し
り
　
足
は
悪
い
が
　
無
我
夢
中

直
売
所
　
ワ
ク
ワ
ク
し
す
ぎ
て
　
買
い
す
ぎ
た

顔
を
出
す
　
春
の
便
り
　
ツ
ク
シ
ン
ボ よ

り
さ
ん

あ
っ
ち
ゃ
ん

さ
だ
ち
ゃ
ん

ト
ム
ア
ン
ド 

さ
ん

Ｋ
ち
ゃ
ん

ふ
じ 

さ
ん

た
ま
や
ん 

さ
ん

あとがき

　JＡグループの雑誌「家の光」をご覧になったことがありますか?お知らせ（16ページ）にも掲載していま
すが、色んな情報が宝箱のようにつまって読み応えバツグン。農業、地域目線で描かれた数少ない雑誌です。
ぜひお手に取ってみてください。先月配布した５月号は、リンゴ産地の特集が組んであり、ページを開く
とドローンで撮影した一面満開のリンゴ畑が！こんな写真が撮りたい！と感動しました。広報目線でも勉
強になり、楽しんでいます。（江森）

▶▶

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、家
庭
菜
園
や

直
売
所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、農
の
風
景

な
ど
。

※
作
品
は
楷
書
で
書
い
て
い
た
だ
き
、漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

岡山市・山谷 睦子さん

わが家の花壇にペチコートスイセンが咲きました
和気町・古野 いずみ さん

春のお彼岸、お地蔵さまとネコちゃんの両脇に、スイセ
ンとツバキを飾りました

高梁市・高梁ばあちゃん

つ
く
し
も
探
さ
な
い
と
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
　
　
　 

真
庭
市
・
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
さ
ん

MINNANO
HIROBA

読者のみなさまから
お寄せいただいた

イラストやお便りなどを
ご紹介!!

み
な
さ
ま
か
ら
の「
写
真
」「
イ
ラ
ス
ト
」

「
お
便
り
」「
川
柳
」を

大
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！
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る肖像権などに触れる可能性のない
ものに限ります。また、可能なかぎり
写真の説明をご記入ください。

※ペンネームをご希望の方は、ご自身の
ペンネームを必ず明記してください。

※投稿いただいた作品は返却いたしま
せん。

※「みんなのひろば」の掲載がプレゼン
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」を

大
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！
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子どもたちの「食と農」の体験を

笑顔とともに紹介します

発　行　晴れの国岡山農業協同組合　〒713-8113 倉敷市玉島八島1510番地1
編　集　総務部（広報課）TEL.086-476-1830　https://www.ja-hareoka.or.jp/
発行日　2026年5月1日発行（毎月1日発行）

vol.73　2026年5月号 
ホームページ
随時更新中！！

先
輩
を
目
標
に

　笑
顔
で
モ
モ
に
励
む

先
輩
を
目
標
に

　笑
顔
で
モ
モ
に
励
む

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌

農家から手渡された花でハイチーズ（高梁こども園）

生産部会紹介／
吉備路もも出荷組合
広報1年生が行く／
女性部 岡山東地区
クッキングフェスタ
直売所だより／
みち停あさひ

特集／

あなたのパートナー
営農経済渉外員

♪今日は楽しいひなまつり

お花をあげましょ桃の花♪

各SNSでも旬な情報を発信中!!
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